
スポーツ推進委員はスポーツ推進委員は、、誰でも気軽に楽し誰でも気軽に楽し
めるスポーツの紹介や、市民の体力向上めるスポーツの紹介や、市民の体力向上、、
健康の維持・促進を図ることなどを目健康の維持・促進を図ることなどを目的的
に、皆さんのお手伝いをしますに、皆さんのお手伝いをします。。
広報とうかい１５日号の裏表紙では広報とうかい１５日号の裏表紙では、、各各

地域のスポーツ推進委員と、ニュースポ地域のスポーツ推進委員と、ニュースポーー
ツなどを紹介しますツなどを紹介します。。

スススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよスポーツ推進委員だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいきききききききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききき元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元～いきいき元気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気

はははははははははははははははははははははずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむスススススススススススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツはずむスポーツ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

発
行
発
行
 ■■
 
東
海
市
役
所
（
〒
4
7
6

東
海
市
役
所
（
〒
4
7
6
倆倆
8
6
0
1

愛
知
県
東
海
市
中
央
町
一
丁
目
１
番
地
）
毎
月
１
日
・

日

編
集

8
6
0
1
 愛
知
県
東
海
市
中
央
町
一
丁
目
１
番
地
）
毎
月
１
日
・
　
日
　
編
集
 ■■
 
情
報
課

情
報
課

１５１５

今
回
の
表
紙
は
、「
ふ
ら
っ
と
」（
大
池

公
園
管
理
事
務
所
内
）
で
、
販
売
さ
れ
る

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ス
ム
ー
ジ
ー
で
す
。昨
年

か
ら
販
売
さ
れ
た
こ
の
ス
ム
ー
ジ
ー
。

「
ふ
ら
っ
と
」
を
訪
れ
る
お
客
さ
ん
か
ら

は
、今
年
の
販
売
を
待
ち
望
む
声
が
多
く

あ
る
そ
う
で
す
。

ス
ム
ー
ジ
ー
に
使
わ
れ
る
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
は
、
オ
ズ
果
樹
農
園
代
表
・
加
古
博

之
さ
ん
（
富
木
島
町
）
が
栽
培
し
て
い
る

も
の
で
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
味
が
引
き
立

つ
よ
う
に
ス
ム
ー
ジ
ー
の
開
発
に
も
協

力
さ
れ
ま
し
た
。
１
杯
　
　
当
た
り

２００
ｍｌ

約
　
g
 の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
入
っ
て
お

６０
り
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ら
で
は
の
酸
味
と

甘
み
が
楽
し
め
ま
す
。加
古
さ
ん
の
栽
培

す
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
ど
れ
も
大
粒
の

実
で
、「
手
入
れ
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と

で
、木
が
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
本
来
の
一
番
良

い
味
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
ん
で
す
」と

加
古
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ス
ム
ー
ジ
ー
は
１
杯

　
円
で
、
７
月
　
日
（
土
）
か
ら
８
月
下

３００

１５

旬
ま
で
の
限
定
販
売
で
す
。

詳
し
く
は
、さ
つ
き
福
祉
会
あ
じ
さ
い

（
電
話
０
５
６
２
―
　
―
９
２
０
０
）
へ

３４

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
ん
や
り
冷
た
い
、旬
の
味
を
楽
し
で

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　詳しくは、スポーツ推進委員会（教育委員会スポーツ課内）へ。

編
集
雑
記

■■東海市ホームページアドレス http://www.city.tokai.東海市ホームページアドレス　http://www.city.tokai.aichi.jaichi.jpp

世 帯 と 人 口
７月１日現在   登録人口

　人　口　  １１４,５１８人
   　   （前月比　  －８人）
　　男　　　５9,９６９人
   　   （前月比    － ２３人）
　　女 　　　５４,５４９人
  　    （前月比  　＋１５人）
　世帯数　 ４９,８２４世帯
     　（寮は１人１世帯）
      （前月比    －１１世帯）

スポーツ推進委員紹介

今後のイベント情報

【主な活動】
・渡内コミュニティ運動会の企画運営協力
・渡内コミュニティ秋祭りでのニュースポーツ体験
コーナーの運営
２８年度の秋祭りでは、スラックラインの体験を実施
し、小・中学生に楽しんでもらいました。
また、皆さんの「健康寿命」を伸ばすお手伝いをしてい
ます。まずは私たちと「楽しく身体を動かすこと」から始
めましょう。

スポーツ推進委員～渡内地区～　矢野裕彦委員、下村日実子委員

開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催ししししししししししししししししまままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすす ！！！！！！！！！！！！！！！！ナナナナナナナナナナナナナナナナイイイイイイイイイイイイイイイイタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーペペペペペペペペペペペペペペペペタタタタタタタタタタタタタタタタンンンンンンンンンンンンンンンンクククククククククククククククク大大大大大大大大大大大大大大大大開催します ！ナイターペタンク大会会会会会会会会会会会会会会会会会

ニュースポーツ紹介①

　ペタンクは、約６５０ｇ～８００ｇの鉄球を投げたり、当てたりして、自分
のボールを直径３０亜の小さな目標球に、どれ
だけ近づけるかを競うフランス発祥のス
ポーツです。トリプルスでは、各自が２個の
ボールを、ダブルス・シングルスでは各自が
３個のボールを投げ合い、得点を競います。
子どもから高齢者まで、気軽に楽しめます。

スラックライスラックラインン▲左から矢野委員、下村委員

ペペペペペペペペペペペペペペペペペタタタタタタタタタタタタタタタタタンンンンンンンンンンンンンンンンンククククククククククククククククク（（（（（（（（（（（（（（（（（pppppppppppppppppeeeeeeeeeeeeeeeeetttttttttttttttttaaaaaaaaaaaaaaaaannnnnnnnnnnnnnnnnqqqqqqqqqqqqqqqqquuuuuuuuuuuuuuuuueeeeeeeeeeeeeeeee）））））））））））））））））

８月２６日（土）に横須賀中学校でナイターペタンク大会を開催します。夜
空の下で、家族やお友だちとペタンクを楽しみませんか。　
場所や部門、参加料などについて詳しくは、３３ページをご覧ください。

ペタンクとは

広広報報
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■第２回市議会定例会・・・・・■第２回市議会定例会・・・・・・・・・

■太田川ホットサマーガーデンな■太田川ホットサマーガーデンなどど・・

■■嚶嚶鳴祭鳴祭・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２～１２～１４４

１１５５

１１６６

■２８年度東海市大気測定結果・・・■２８年度東海市大気測定結果・・・・・

■カメラ見て歩き・・・■カメラ見て歩き・・・・・・・・・・・・・・・
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主な内容

～大池公園ふらっと～大池公園ふらっと～～
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第２回東海市議会定例会は、６月１３日から７
月４日までの２２日間の会期で開催されました。
初日の１３日は、市長から２９年度施政方針の
説明を受けた後、「平成２９年度東海市一般会計
補正予算（第１号）」など１４議案が上程され、
提案説明が行われました。
２１日は、５派からの代表質問、２２日には、

６人の議員から一般質問が行われました。
２３日は、４人の議員から一般質問が行われた
後、諸般の報告、「平成２８年度東海市繰越明許
費繰越計算書について」などの報告に続き、「東
海市税条例の一部を改正する条例の専決処分の
承認を求めることについて」及び「東海市国民
健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処
分の承認を求めることについて」が承認と決定

され、初日の１３日に上程された１４議案につい
て、質疑が行われた後、それぞれ所管の常任委
員会に付託されました。
各常任委員会は、２７日から２９日までの間で開
催され、本会議で付託された議案について、慎
重に審査がされました。
最終日の７月４日には、各常任委員長から議
案の審査結果の報告があり、それぞれ質疑、討
論、採決の結果、１４議案は原案のとおり可決さ
れました。続いて「農業委員会委員の選任につ
いて」が上程され、同意と決定された後、「人権
擁護委員の候補者推薦について」が上程され、
異議ない旨答申することに決定されました。そ
の後、「国民健康保険の都道府県単位化に係る意
見書」が上程され、否決されました。
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（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

６月１３日に開催された第２回東海市議６月１３日に開催された第２回東海市議会会
定例会で市長が演説した「平成２９年度施定例会で市長が演説した「平成２９年度施政政
方針」の概要をご紹介します方針」の概要をご紹介します。。
全文は市ホームページで掲載していま全文は市ホームページで掲載していますす
ので、ご覧くださいので、ご覧ください。。

市
長
施
政
方

市
長
施
政
方
針針

夏
季
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
開
催
決
定
な

ど
で
す
が
、こ
う
し
た
大
き
な
動
き
を
受

け
、今
後
４
年
間
、私
に
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、「
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
の
基
礎
を
し
っ
か
り
固
め
て
、次
の

世
代
に
バ
ト
ン・た
す
き
を
渡
し
て
い
く

こ
と
」
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
２
０
２
７
年
に
開
通
予
定
の

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
も
た
ら
す
「
リ

ニ
ア
イ
ン
パ
ク
ト
」
や
、
そ
の
１
年
前

の
２
０
２
６
年
の
夏
季
ア
ジ
ア
競
技
大

会
で
の
、東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の

「
人
・
モ
ノ
・
金
」の
大
き
な
流
れ
と
、鉄

道
で
は
、東
海
道
新
幹
線
と
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
、高
速
道
路
で
は
、東
名
と
新

東
名
の
整
備
に
よ
っ
て
、ほ
か
の
地
域

に
は
例
の
な
い「
ダ
ブ
ル
・
ア
ク
セ
ス
」

が
　
年
後
に
見
え
て
い
る
こ
と
で
、こ

１０
の「
　
年
ぶ
り
の
チ
ャ
ン
ス
」を
、逃
す

５０
こ
と
な
く
、本
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
活

性
化
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
、大

き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、
西
知
多
道
路
に
新

設
予
定
の
大
田
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
、
新

た
な
企
業
な
ど
を
誘
致
す
る
た
め
の
区

画
整
理
事
業
の
準
備
に
加
え
て
、
市
北

部
の
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
で
の
民
間
開
発
に
よ
る

企
業
進
出
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と「
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
欠
か
せ

の
で
す
。
ま
た
、
先
進
的
・
戦
略
的
に

進
め
て
き
た
こ
と
で
、
経
済
誌
が
毎
年

公
表
し
て
い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
は
、
上
位
ラ
ン
ク
を
キ
ー
プ
し

て
い
る
と
と
も
に
、
合
計
特
殊
出
生
率

は
、
高
い
水
準
を
維
持
し
、
人
口
も
就

任
以
来
、
着
実
に
増
加
し
、
現
在
で
は

　
万
４
千
人
を
超
え
る
都
市
と
し
て
発

１１展
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政
面
で

も
、
こ
の
　
年
間
で
、
税
収
が
単
年
度

１６

で
約
　
億
円
増
え
る
と
と
も
に
、
借
金

５０

で
あ
る
市
債
と
債
務
負
担
行
為
を
合
わ

せ
て
約
　
億
円
を
減
額
す
る
な
ど
、
健

２００

全
な
財
政
運
営
を
維
持
で
き
て
お
り
ま

す
。加

え
て
、　
年
　
月
に
は
、「
第
　
回

２８

１１

３６

緑
の
都
市
賞
」
の
「
緑
の
ま
ち
づ
く
り

部
門
」
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
客
観
的
に
も
、
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ま
ち
づ
く

り
の
総
仕
上
げ
」
と
い
う
お
約
束
は
、

概
ね
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
、

考
え
て
い
ま
す
。

■
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

一
方
で
、
こ
の
４
年
間
に
は
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
す
、
新
し
い
動
き
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
し
た
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
西
知
多
道
路

の
着
工
、中
部
国
際
空
港
の
第
二
滑
走
路

の
整
備
に
つ
な
が
る
動
き
、愛
知
県
で
の

地
区
の
津
波
避
難
施
設
と
健
康
交
流
の

家
の
複
合
施
設
建
設
な
ど
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
芸
術
劇
場
を
核
と

し
た
芸
術
文
化
の
創
造
や
、
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
交
流
の
拡
大
や

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
必
要
な
「
ホ
テ
ル

等
の
誘
致
に
関
す
る
条
例
」
と
、
中
小

企
業
振
興
の
基
本
と
な
る
「
中
小
企
業

振
興
基
本
条
例
」
の
制
定
、
子
ど
も
の

い
じ
め
防
止
対
策
、　
歳
以
上
の
循
環

７５

バ
ス
無
料
化
な
ど
に
、
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
、
つ
な
が
っ
て
い
る
も

■
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

私
は
、
４
年
前
の
４
期
目
の
ス
タ
ー

ト
時
に
お
い
て
「
３
期
　
年
の
取
り
組

１２

み
を
と
お
し
て
、
少
し
ず
つ
咲
い
た
花

に
実
を
結
ば
せ
る
期
間
と
位
置
づ
け
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
豊
さ
と
住
み
よ
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
け

る
、
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
に
取
り

組
む
」
こ
と
を
、
施
政
方
針
で
表
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
市
の
玄
関
口
で
あ

る
芸
術
劇
場
を
始
め
と
し
た
太
田
川
駅

前
整
備
の
完
了
、
公
立
西
知
多
総
合
病

院
の
開
院
に
よ
る
質
の
高
い
医
療
機
能

の
確
保
、
災
害
時
の
た
め
の
、
南
柴
田
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全
な
ま
ち
づ
く
り
、
⑥
リ
ニ
ア
イ
ン
パ

ク
ト
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
⑦
市

制
施
行
　
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
の

５０

７
項
目
に
整
理
し
て
説
明
し
ま
す
。　

　
日
本
に
は
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
季

節
の
変
化
と
季
節
ご
と
の
自
然
の
美
し

さ
や
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
へ
の
畏

敬
や
不
思
議
さ
を
感
じ
、
ま
た
、
心
を

揺
り
動
か
さ
れ
る
こ
と
で
、
大
き
く
成

長
し
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
都
市
化

の
影
響
な
ど
も
あ
っ
て
、
身
近
に
自
然

と
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
失

■
本
市
の
税
収
に
つ
い
て

　
　
年
度
の
本
市
の
税
収
は
、　
年
度

２９

２８

当
初
予
算
よ
り
増
収
の
見
通
し
で
は
あ

る
も
の
の
、
大
幅
な
税
収
増
を
見
込
め

な
い
中
で
、
効
率
的
・
効
果
的
な
事
業

の
展
開
、
事
業
費
の
精
査
、
ま
た
、
適

債
事
業
の
厳
選
に
よ
る
地
方
債
と
基
金

の
活
用
な
ど
に
よ
っ
て
、
将
来
を
見
据

え
て
、
今
な
す
べ
き
こ
と
を
実
行
す
る

た
め
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

■
　
年
度
の
予
算
規
模
に
つ
い
て

２９
　
今
回
補
正
す
る
額
を
含
め
、　
年
度

２９

の
予
算
規
模
は
、一
般
会
計
で
は
　
億
４２５

千
　
万
２
千
円
で
、　
年
度
に
比
べ
　

２２５

２８

％
の
減
、全
会
計
総
額
で
は
、　
億
７
千

６７４

　
万
２
千
円
で
、　
％
の
減
と
な
っ
て

６０９い
ま
す
が
、　
年
度
か
ら
取
り
や
め
ま

２９

し
た
土
地
開
発
公
社
へ
の
貸
付
金
７
億

円
を
除
く
と
、一
般
会
計
で
は
　
年
度

２８

に
比
べ
　
％
の
増
と
な
り
ま
す
。 

■
　
年
度
の
主
な
施
策
に
つ
い
て

２９
　
　
年
度
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
は
、

２９
①
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
て
る

環
境
づ
く
り
、
②
子
育
て
し
や
す
い
環

境
の
充
実
、③
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・

生
き
が
い
づ
く
り
、
④
産
業
振
興
と
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
の
推
進
、
⑤
安
心
・
安

致
を
進
め
る
と
と
も
に
、
産
業
観
光
や

福
祉
観
光
の
充
実
、
ま
た
、
特
産
の
洋

ラ
ン
な
ど
を
海
外
に
売
り
込
む
な
ど
、

積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
と

お
し
て
、
産
業
振
興
に
も
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。

■
５
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

　
５
期
目
の
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し

て
は
、「
新
た
な
課
題
に
も
、
勇
気
を

持
っ
て
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
で
、
ま
ち

づ
く
り
を
停
滞
さ
せ
な
い
」
と
い
う
強

い
決
意
を
持
っ
て
、
各
種
事
業
で
は
、

時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
、
そ
し
て
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・

ア
ッ
プ
（
一
層
の
磨
き
を
か
け
て
、
輝

か
せ
て
い
く
こ
と
）」
す
る
こ
と
、
リ
ニ

ア
イ
ン
パ
ク
ト
や
西
知
多
道
路
の
整
備

な
ど
を
見
据
え
た
、
適
切
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
地
域

住
民
の
生
活
圏
の
拡
大
な
ど
を
受
け

て
、
広
域
行
政
を
深
化
さ
せ
て
い
く
こ

と
の
、
３
つ
の
視
点
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
り
質
が
高
く
、
心
豊
か
な
生

活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
基
礎
づ

く
り
」
を
進
め
て
、「
東
海
市
に
住
ん
で

良
か
っ
た
」「
住
み
続
け
た
い
」
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
し
て
若
い
世

代
の
方
に
は
「
良
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て

く
れ
た
」
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、「
元
気
で
持
続
可
能
な
東
海
市
」

を
、
次
世
代
に
し
っ
か
り
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

な
い
市
民
の
「
足
」
と
し
て
、
重
要
性

が
増
し
て
い
る
鉄
道
関
係
で
は
、
西
知

多
総
合
病
院
前
の
新
駅
設
置
を
加
速
す

る
と
と
も
に
、
市
内
の
８
駅
に
つ
い
て

も
、
名
古
屋
鉄
道
㈱
と
連
携
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
特
色
あ
る
駅
づ
く
り
や
周
辺

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
の
通

勤
、
通
学
を
始
め
、
日
常
生
活
の
選
択

肢
や
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指

し
、「
東
京
ま
で
１
時
間
の
ま
ち
」
と
し

て
、
利
便
性
を
一
層
向
上
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

■
今
後
の
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
本
市
は
、
中
部
国

際
空
港
と
名
古
屋
駅
と
の
中
間
点
と
い

う
優
れ
た
立
地
特
性
か
ら
、
市
内
や
周

辺
地
域
で
不
足
し
て
い
る
ホ
テ
ル
の
誘

①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①
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ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
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ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

①
 子
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た
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 持
て
る
環
境
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

年
度

　
年
度
のの主

な
施

         主
な
施
策策

２２９９

広報とうかい　２０１７年７月１５日号

０.２

１.４

０.５

▲加木屋緑地に飛来したアサギマダラ
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（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

る
こ
と
で
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成

に
向
け
た
、ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
競
技
力
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

■
文
化
芸
術
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

　
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
の
提
供
つ
い
て

　
次
世
代
の
文
化
創
造
の
担
い
手
の
育
成

の
た
め
、
子
ど
も
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
児

童
合
唱
団
、
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
な
ど
の
市
民

参
加
型
の
事
業
を
展
開
し
て
い
く
と
と
も

に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

事
業
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
文
化
芸
術

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
利
便
性
の
高
い
尾
張
横
須
賀

駅
前
の
元
Ｊ
Ａ
ビ
ル
に
、
図
書
館
分
館

や
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
複
合
施

設
を
２
年
間
で
整
備
し
、
生
涯
学
習
環

境
の
拡
大
と
と
も
に
、
教
員
研
修
や
不

登
校
対
策
の
充
実
な
ど
、
義
務
教
育
の

一
層
の
支
援
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

て
、
今
後
の
子
ど
も
の
健
全
育
成
や
子

育
て
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
環
境
づ

　
く
り
に
つ
い
て

　
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る

中
、
今
後
、
日
本
は
多
文
化
・
多
言
語
・

多
民
族
の
人
た
ち
と
の
協
調
な
ど
、国
際

化
が
進
む
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に

お
い
て
、
外
国
語
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
機
会
が
格
段
に

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
国
で
は
、
２
０
２
０
年
か
ら
導
入
予

定
の
次
期
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、

小
・
中
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
拡

大
強
化
や
高
度
化
な
ど
、
英
語
教
育
全

体
の
抜
本
的
な
充
実
を
図
っ
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
海
外
の

姉
妹
都
市
へ
派
遣
す
る
な
ど
、
早
い
時

期
か
ら
、外
国
の
同
世
代
と
の
交
流
や
、

異
文
化
の
体
験
を
と
お
し
て
、
国
際
感

覚
の
醸
成
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
英
語
指
導
支
援
員

の
配
置
や
、
中
学
生
の
海
外
体
験
学
習

な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
に
つ
い
て

　
釜
石
市
で
開
催
さ
れ
る
２
０
１
９
年

の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向
け

て
、子
ど
も
た
ち
に
は
、釜
石
市
へ
の
応

援
と
と
も
に
、日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
プ
レ
ー
を
観
戦
さ
せ

「
子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例
」を
ベ
ー

ス
と
し
て
、
関
係
機
関
な
ど
の
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
１
つ
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
小
・
中
学
校
の

代
表
児
童
・
生
徒
に
よ
る
「
子
ど
も
の

い
じ
め
防
止
サ
ミ
ッ
ト
」
な
ど
を
と
お

し
て
、
意
識
調
査
の
結
果
分
析
や
、「
い

じ
め
を
な
く
す
・
防
止
す
る
」
た
め
の

方
策
な
ど
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
そ
の
成
果
を
各
小
・
中
学

校
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
と
も

に
、
い
じ
め
防
止
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い

じ
め
に
ゃ
い
」
に
よ
る
啓
発
活
動
や
、

中
学
生
を
対
象
と
し
た
映
画
「
海
難
１

８
９
０
」
の
鑑
賞
会
の
実
施
な
ど
、
他

者
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
進

め
、
ま
た
、
教
職
員
や
主
任
児
童
委
員

へ
の
研
修
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
実
態
調
査
の
結
果
を
も
と

に
、
課
題
の
分
析
や
対
応
策
を
検
討
し

わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
自
然
の
不
思
議
さ
や
素
晴
ら
し
さ

に
出
会
っ
た
り
、
発
見
し
た
り
す
る
機

会
を
で
き
る
だ
け
多
く
提
供
で
き
る
場

を
、
将
来
に
渡
り
残
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
、
加
木
屋
緑
地
に
秋
の
七
草

２８
の
ひ
と
つ
で
あ
る
フ
ジ
バ
カ
マ
千
株
を

地
元
の
小
学
生
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
植
栽
し
ま
し
た
。　
月
頃
に
、
開

１０

花
し
た
フ
ジ
バ
カ
マ
の
花
の
蜜
を
求
め

て
、
千
キ
ロ
を
越
え
て
旅
を
す
る
渡
り

蝶
「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」
が
飛
来
し
ま
し

た
。

■
環
境
学
習
の
場
の
充
実
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
が
植
物
や
生
き
物
へ
の

関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

の
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
た

め
、
廻
間
公
園
に
フ
ジ
バ
カ
マ
を
植
栽

す
る
な
ど
、
環
境
学
習
の
場
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

■
公
園
や
緑
地
の
生
態
環
境
調
査
の
実

　
施
に
つ
い
て

　
市
制
施
行
　
周
年
に
向
け
て
は
、
ホ

５０

タ
ル
や
ト
ン
ボ
な
ど
多
様
な
生
き
物
と

身
近
に
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
場
を

創
出
す
る
た
め
に
、
公
園
や
緑
地
の
生

態
環
境
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
に
つ
い
て

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
健
や
か
に
成
長
で
き
る
、
い
じ
め
の

な
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
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生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医

療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま
い
及
び

自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的

に
確
保
さ
れ
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
の
市
全
体
を
対
象
と
す

る
検
討
体
制
に
加
え
て
、
よ
り
身
近
な

地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
る
医
療
と
介
護
の
連

携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
予
防
給
付
と
し
て
提
供

し
て
い
ま
し
た
訪
問
・
通
所
介
護
予
防

事
業
を
、「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
」
に
移
行
し
、
要
支
援
認
定

者
や
事
業
対
象
者
の
能
力
を
最
大
限
に

生
か
し
つ
つ
、
多
様
な
主
体
と
共
に
住

民
が
参
画
し
て
い
け
る
よ
う
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

■
認
知
症
な
ど
の
予
防
や
改
善
に
向
け

　
た
取
り
組
み

　
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
国
立
長
寿

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
と
研
究
協
定
を
締

結
し
、
高
齢
者
の
認
知
機
能
や
運
動
機

能
な
ど
心
身
の
検
査
を
行
い
、
認
知
症

な
ど
の
予
防
や
改
善
す
る
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
と
効
果
の
検
証
を
行
い

ま
す
。

■
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　「
生
き
が
い
が
あ
り
健
康
な
ま
ち
東

海
市
」
の
実
現
に
向
け
、「
い
き
い
き
元

気
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
、
健
康

応
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
う
「
運
動
・

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、妊
娠
・

出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

の
際
に
専
門
員
が
面
談
し
、
支
援
プ
ラ

ン
の
作
成
や
、
指
導
・
助
言
を
行
う
こ

と
に
加
え
て
、新
た
に
、子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
が
産
前
・
産
後
の
家
庭
を
訪
問
し
、

傾
聴
、
相
談
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

育
児
・
家
事
の
援
助
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、育
児
に
不
安
が
あ
る
方
に
は
、

医
療
機
関
な
ど
に
宿
泊
し
て
保
健
指
導

を
受
け
る
費
用
を
助
成
す
る
と
と
も

に
、産
後
の
初
期
段
階
に
お
け
る
母
子

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
強
化
す
る
た
め
、産

婦
健
診
を
１
回
分
追
加
し
て
、２
回
実

施
す
る
な
ど
、安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
、

育
児
が
で
き
る
よ
う
、ま
た
、妊
娠
・
子

育
て
の
不
安
や
孤
立
の
軽
減
と
児
童
虐

待
の
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
医
療
と
介
護
の
連
携
の
推
進

　
我
が
国
の
総
人
口
が
減
少
し
て
い
く

中
、
団
塊
の
世
代
が
　
歳
以
上
と
な
る

７５

２
０
２
５
年
を
見
据
え
、
高
齢
者
が
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
有

す
る
能
力
に
応
じ
て
、
自
立
し
た
日
常

■
療
育
支
援
に
つ
い
て

　
　
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
ま
し

２８
た
、
あ
す
な
ろ
学
園
が
７
月
に
開
所
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

と
一
体
的
な
施
設
と
な
っ
た
カ
ト
レ
ア

と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
療

育
支
援
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

■
女
性
の
活
躍
支
援
に
つ
い
て

　
女
性
の
結
婚
や
出
産
後
の
早
期
の
職

場
復
帰
を
促
す
た
め
に
、
育
児
休
業
中

の
方
を
対
象
に
、
子
育
て
や
仕
事
復
帰

の
各
種
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
女
性

が
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

■
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
核
家
族
化
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、
地
域
に
お
い
て

妊
産
婦
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
力
が
弱

　
国
の
女
性
の
活
躍
促
進
政
策
の
推
進

に
よ
り
、
女
性
就
業
者
は
、
平
成
　
年
２４

か
ら
　
年
に
か
け
て
約
　
万
人
増
加

２８

１５０

し
、
特
に
０
歳
か
ら
３
歳
の
子
ど
も
を

持
つ
方
は
、　
万
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

１７

　
そ
の
た
め
、
早
い
時
期
か
ら
、
子
ど

も
を
保
育
園
に
入
園
さ
せ
た
い
と
希
望

す
る
方
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国

的
に
待
機
児
童
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
市
に
お
い
て
も
、
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
念
頭
に
、
園
舎
の
増
築
な
ど
保
育
環

境
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
こ
こ
数
年
は
、
３
歳
未
満
児
の
待

機
児
童
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
必
要
な
保
育
士
の
確
保

に
加
え
て
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
認
定

こ
ど
も
園
や
小
規
模
保
育
所
な
ど
の
施

設
整
備
に
助
成
す
る
な
ど
、
民
間
事
業

者
の
参
入
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
増

加
す
る
入
所
希
望
者
の
受
け
皿
を
確
保

し
、
待
機
児
童
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
な

ど
の
保
育
料
を
１
人
目
か
ら
無
償
化
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
な
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。
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 健
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づ
く
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 生
き
が
い
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
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ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充

　
 環
境
の
充
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

▲開所した児童発達支援センターの一室
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（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

■
海
外
へ
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
 

　
組
み

　
　
年
度
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

２８
訪
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
花
き
バ
イ

ヤ
ー
と
の
意
見
交
換
会
や
、　
年
２
月

２９

に
実
施
し
た
海
外
バ
イ
ヤ
ー
の
市
内
生

産
者
の
視
察
で
は
、
本
市
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
洋
ラ
ン
に
つ
い
て
、
非
常
に
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
、
新
た
な
販
路
拡

大
の
可
能
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。　

　
次
世
代
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
産
業

に
成
長
さ
せ
て
い
く
た
め
、
ア
ジ
ア
へ

の
花
き
輸
出
主
要
国
で
あ
る
香
港
へ
生

産
者
を
派
遣
し
、
市
場
調
査
や
現
地
バ

イ
ヤ
ー
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
海
外
へ
の
販
路
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
農
産
物
に
つ
い

て
も
、昨
年
に
引
き
続
き
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
開
催
予
定
の「
フ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
」

に
生
産
者
の
代
表
を
派
遣
し
て
、
農
産

物
の
将
来
的
な
販
路
拡
大
に
向
け
た
市

場
調
査
や
現
地
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　■
産
業
振
興
に
つ
い
て

　
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
基
本
理

念
を
定
め
た
「
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
」を
　
年
３
月
に
制
定
し
ま
し
た
が
、

２９

条
例
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
中
小
企

業
を
始
め
、
市
全
体
の
産
業
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
産
業

振
興
の
具
体
的
な
方
向
性
を
示
す
と
と

も
に
、
実
効
性
の
あ
る
戦
略
的
な
施
策

展
開
の
方
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

ま
と
め
た
「
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

改
定
に
着
手
し
ま
す
。

■
市
内
企
業
の
支
援
に
つ
い
て

　
商
工
業
の
活
性
化
が
、
雇
用
の
創
出

や
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
市
内
中
小
企

業
の
再
投
資
の
促
進
や
次
世
代
産
業
の

振
興
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
近
隣
の
学
生
を
対
象
に
し
た

地
元
企
業
に
よ
る
合
同
説
明
会
の
開
催

の
ほ
か
、
市
内
企
業
の
優
れ
た
製
品
の

Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
、
世
界
的
に
評
価

の
高
い
ブ
リ
ッ
ド
社
製
の
ベ
ン
チ
シ
ー

ト
を
市
民
体
育
館
や
芸
術
劇
場
に
設
置

す
る
な
ど
、
市
内
企
業
の
支
援
に
つ
い

て
も
、
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
多
角

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

を
拡
充
す
る
主
旨
を
含
め
て
、
名
称
を

「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
へ
変
更
さ
れ
ま
し

た
。　
　
こ
の
新
た
な
出
発
を
契
機
に
、ク
ラ
ブ

の
活
動
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、感

謝
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、今
後
の

活
動
意
欲
の
向
上
や
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ

づ
く
り
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
シ
ニ
ア
」
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
を
支
え
て
い
く
側
の
１
人
と
し

て
、
積
極
的
に
社
会
参
加
し
て
い
た
だ

く
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
環
境
の
充
実

　
に
つ
い
て

　
勤
労
者
を
始
め
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
、
勤
労
セ
ン
タ
ー
に
新
設
し

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
を
利
用
し
て
、

健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
さ
ら
に
、
健
康
づ
く
り
が
で

き
る
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
知
多

市
と
共
同
し
て
建
設
す
る
健
康
増
進
施

設
の
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

食
生
活
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
始
め
、

各
種
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
働
き

盛
り
の
壮
年
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り

に
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

特
に
、
豊
か
な
経
験
や
知
識
、
技
能
を

持
っ
た
高
齢
者
が
、い
き
い
き
元
気
で
、

積
極
的
に
社
会
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
介
護
予
防
や
認
知
症
予
防
に
つ

な
が
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
の
活

力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
意
味
で
、
日
頃
か
ら
、
地

域
の
社
会
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
は
、

　
年
度
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
検
討
委

２８員
会
の
提
言
を
受
け
、
高
齢
者
の
「
生

き
が
い
づ
く
り
」「
健
康
づ
く
り
」「
仲

間
づ
く
り
」、
そ
し
て
、「
地
域
づ
く
り
」

広報とうかい　２０１７年７月１５日号

④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④

産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興

④
 産
業
振
興
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと

ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

　
 に
ぎ
わ
い
づ
く
り
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推

　
 推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進

▲勤労センターに６月にオープ
　ンしたトレーニング室
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ン
シ
ャ
ル
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た
め

に
は
、
陸
・
海
・
空
の
交
通
イ
ン
フ
ラ

が
強
固
に
、
そ
し
て
、
有
機
的
に
結
び

つ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

中
部
国
際
空
港
の
２
本
目
の
滑
走
路
と

西
知
多
道
路
、
東
海
環
状
自
動
車
道
、

名
古
屋
環
状
２
号
線
な
ど
の
中
部
圏
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
に
向
け
て
、

関
係
市
町
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

■
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

　
に
つ
い
て

　
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
明
確

に
し
て
い
く
た
め
、
県
が
進
め
る
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
区
域
区

分
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、
本
市
の
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
着
手

し
ま
す
。

■
大
田
イ
ン
タ
ー（
仮
称
）周
辺
地
区
の

　
整
備
に
つ
い
て

　
西
知
多
道
路
の
整
備
に
合
わ
せ
て

新
設
予
定
の
大
田
イ
ン
タ
ー
周
辺
地

区
に
つ
い
て
は
、広
域
的
な
交
通
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、新
た
な
産
業
拠

点
な
ど
の
形
成
を
図
る
た
め
、土
地
区

画
整
理
事
業
に
向
け
た
準
備
を
進
め

ま
す
。

■
名
和
駅
西
地
区
の
整
備
に
つ
い
て

　
名
和
駅
西
地
区
に
つ
い
て
は
、将
来
を

見
据
え
た
土
地
利
用
が
で
き
る
よ
う
、土

地
利
用
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
「
大
田
川
流
域
に
お
け
る

浸
水
対
策
推
進
プ
ラ
ン
」
を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
、
県
事
業
と
し
て
順
次
実

施
さ
れ
て
い
る
大
田
川
の
河
川
改
修
に

合
わ
せ
て
、
加
木
屋
町
内
堀
地
区
な
ど

で
雨
水
幹
線
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

浸
水
対
策
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る

た
め
、
雨
水
貯
留
施
設
の
配
置
計
画
を

策
定
し
、
早
期
の
浸
水
被
害
の
軽
減
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
消
費
生
活
相
談
の
充
実
に
つ
い
て

　
近
年
、
悪
質
商
法
や
多
重
債
務
な
ど

の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

ケ
ー
ス
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
民
の
消
費
生
活
に
お

け
る
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

被
害
防
止
の
重
要
な
機
能
で
あ
る
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
業
務
の
充
実
を

図
り
、
市
民
の
消
費
生
活
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
２
０
２
７
年
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
東
京
―
名
古
屋
間
が
開
通
す
る
こ
と

に
よ
り
、
本
市
か
ら
東
京
ま
で
１
時
間

圏
内
と
な
る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
や

観
光
交
流
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
中
部
圏
、
特
に
愛
知
県
の
ポ
テ

き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
養
父
地
区
へ
の
津
波
避
難
施
設
な
ど

　
の
整
備
に
つ
い
て

　
養
父
地
区
に
は
、
津
波
避
難
施
設
の

機
能
を
備
え
た
、
児
童
館
と
健
康
交
流

の
家
の
複
合
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
こ

の
施
設
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
世
代
が
交
流
す
る
こ
と
で
「
地
域
の

絆
づ
く
り
の
拠
点
」
と
し
て
も
利
用
で

き
る
も
の
で
す
。

■
福
祉
避
難
所
の
拡
充
に
つ
い
て

　
熊
本
地
震
な
ど
で
の
教
訓
と
し
て
、

避
難
所
生
活
に
お
い
て
、
特
別
な
配
慮

が
必
要
な
妊
産
婦
や
乳
幼
児
に
は
、
安

心
し
て
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
南
北
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
位
置
づ

け
、
必
要
な
物
資
を
配
備
し
ま
す
。

■
浸
水
被
害
の
軽
減
対
策
に
つ
い
て

　
大
田
川
流
域
の
浸
水
被
害
対
策
と
し

て
、
国
の
「
　
ミ
リ
安
心
プ
ラ
ン
」
に

１００

■
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
実
施
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
に
と
も
な
う
国
内
市
場
の

先
細
り
を
見
据
え
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
を
多
く
取
り
込
み
、
ま
た
、
市
内
産

品
の
海
外
へ
の
販
路
拡
大
な
ど
、
多
角

的
経
済
政
策
を
戦
略
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現

に
は
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
本
市
の
魅
力
を
積
極
的

か
つ
効
果
的
に
海
外
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
経
済
面
で

日
本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
ア
ジ
ア
圏

を
中
心
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施

し
、
産
業
及
び
観
光
の
振
興
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　　
　
年
４
月
に
震
度
７
の
地
震
が
連
続

２８
し
て
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
熊
本
地
震
を
始
め
、
近
年
多
発
し

て
い
る
大
規
模
災
害
か
ら
、
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
り
、
ま
た
、
発
災
後
の

ま
ち
の
復
興
が
早
期
に
実
現
で
き
る
よ

う
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
、
減

災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
耐
震
対
策
の
継
続
に
つ
い
て

　
そ
の
た
め
、
無
料
の
耐
震
診
断
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
改
修
や
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
に
対
す
る
助
成
を
引

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥
 リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ
リ
ニ
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

    イ
ン
パ
ク
ト
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし

    活
か
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

    ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

広報とうかい　２０１７年７月１５日号

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全

⑤
 安
心
・
安
全
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな

ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

　
 ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
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る
よ
う
、
本
市
の
更
な
る
「
飛
躍
」
を

図
る
出
発
点
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。

■
　
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

５０
　
　
周
年
記
念
事
業
を
総
合
的
に
推
進

５０
し
て
い
く
た
め
に
、
関
係
団
体
の
代
表

者
な
ど
で
構
成
す
る
「
記
念
事
業
推
進

委
員
会
」
を
設
置
し
、
記
念
事
業
の

「
基
本
理
念
」「
基
本
方
針
」
な
ど
に
つ

い
て
定
め
る
「
基
本
構
想
」
を
策
定
す

る
な
ど
、
本
格
的
な
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

■
第
６
次
総
合
計
画
後
期
計
画
の
策
定

　
に
つ
い
て

　
　
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
次

２６
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
社

会
の
到
来
の
中
に
あ
っ
て
も
、
本
市
の

人
口
は
順
調
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
計
画
人
口
の
見
直
し

や
、
前
期
基
本
計
画
に
お
け
る
施
策
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
財
政
状
況
及
び
社

会
情
勢
に
よ
る
見
直
し
な
ど
、
社
会
環

境
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た

現
状
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

■
結
び

　
新
し
い
課
題
へ
の
適
切
な
対
応
な
ど

に
よ
っ
て
、
将
来
の
発
展
に
加
え
て
、

「
次
世
代
へ
バ
ト
ン
・
た
す
き
」
を
つ

な
い
で
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の

施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の
方
が
本
市
に

来
訪
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
開
催
時
期
に

合
わ
せ
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な

ど
、
主
催
者
と
連
携
し
な
が
ら
積
極
的

に
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

■
山
車
ま
つ
り
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て

　
本
市
の
貴
重
な
観
光
資
源
の
一
つ
で

あ
る
「
山
車
ま
つ
り
」
が
毎
年
、
横
須

賀
町
と
大
田
町
で
盛
大
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
伝
統
あ
る
２
つ
の
山
車
ま
つ
り

の
期
間
を
「
山
車
ま
つ
り
ウ
ィ
ー
ク
」

と
し
て
、
一
体
的
に
市
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
、
観
光
資
源
の
強
化
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
は
、
昭
和
　
年
４
月
１
日
に
愛

４４

知
県
内
で
　
番
目
の
市
と
し
て
誕
生

２３

し
、
平
成
　
年
に
は
、
市
の
誕
生
か
ら

３１

半
世
紀
と
い
う
大
き
な
節
目
と
な
る
、

市
制
　
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
先

５０

人
た
ち
の
努
力
と
功
績
を
た
た
え
る
と

と
も
に
、
次
の
　
年
を
展
望
し
、
市
民

５０

の
願
い
で
あ
る
、
心
豊
か
で
活
力
に
満

ち
た
ま
ち
の
実
現
に
向
か
っ
て
、環
境
、

健
康
、
景
観
、
安
全
な
ど
の
必
要
な

「
ま
ち
の
要
素
」
を
、
質
の
高
い
レ
ベ

ル
で
、
次
世
代
へ
大
切
に
つ
な
い
で
い

く
な
ど
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
」
と
な

格
的
な
工
事
着
手
に
向
け
準
備
し
て
い

き
ま
す
。

■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い
て

　
昨
年
の
訪
日
外
国
人
観
光
客
数
が
過

去
最
高
の
約
２
千
　
万
人
と
、
初
め
て

４００

２
千
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
2
0
2
6
年

の
夏
季
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
は
、
本
地

域
に
お
い
て
も
外
国
人
観
光
客
の
大
幅

な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
で
の
優

位
性
や
産
業
の
一
層
の
振
興
を
目
的

に
、
県
内
で
は
初
め
て
の
「
ホ
テ
ル
等

誘
致
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
第
１
号
と
し
て
、
平
成
　
年
に

３０

太
田
川
駅
前
に
ホ
テ
ル
が
開
業
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
観
光
客
の
受

け
皿
も
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

　
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
的
に
、
市
内
を
中
心
と

し
た
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
開
催
や

観
光
マ
ッ
プ
の
作
成
、
参
加
者
が
情
報

発
信
で
き
る
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）

の
専
用
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
太
田
川
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

拡
大
の
た
め
、
大
屋
根
広
場
を
活
用
し

て
、
姉
妹
都
市
の
沖
縄
市
を
テ
ー
マ
に

イ
ベ
ン
ト
や
物
産
展
な
ど
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
大
学
な
ど
が
主
催
す
る
学

会
や
全
国
大
会
が
、
本
市
で
多
く
開
催

■
加
木
屋
中
部
地
区
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
年
度
策
定
の
立
地
適
正
化
計
画
で

２８
は
、
本
市
の
都
市
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
鉄
道
駅
を
中
心
と
し
た
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て

お
り
、
西
知
多
総
合
病
院
前
の
新
駅
の

詳
細
設
計
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
人
口
増
加
に
対
応
す
べ
き
新
た
な

一
団
の
住
宅
地
の
確
保
に
向
け
て
、
加

木
屋
中
部
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業

の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
西
知
多
総
合
病
院
周
辺
地
区
の
整
備

　
に
つ
い
て

　
本
市
の
東
西
を
結
ぶ
主
要
幹
線
の
１

つ
と
し
て
、
ま
た
、
近
隣
市
町
の
三
次

救
急
医
療
機
関
と
西
知
多
総
合
病
院
と

の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
担
う
養
父
森
岡
線
と
名
鉄
河
和
線

と
の
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

広報とうかい　２０１７年７月１５日号

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行

周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

⑦
 市
制
施
行
　
周
年
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組

　
 向
け
た
取
り
組
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００
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奄

掩

延

援

宴宴宴宴宴宴宴宴

宴宴宴宴宴宴宴宴

怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨

怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨

第第２２回回市市議議会会定定例例会会

問
　
知
多
市
と
の
将
来
的
な
合

併
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

広報とうかい　２０１７年７月１５日号

代
表
質

代
表
質
問問

問
　
４
期
　
年
の
市
政
運
営
に

１６

お
け
る
課
題
及
び
５
期
目
に
新

た
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
つ
い
て

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
い
く
と
と
も
に
、
太
田
川
駅
西

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
推
進
、
海
外
販
路
の
拡
大
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
固
め
て
、

本
市
の
更
な
る
飛
躍
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答
　
知
多
市
と
は
こ
れ
ま
で
、
西
知
多

総
合
病
院
や
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な

ど
、共
同
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

現
在
も
、
ご
み
処
理
施
設
や
健
康
増
進

施
設
の
共
同
設
置
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、　
年
度
か
ら
は
、
高
齢
化
の

２８

進
行
に
伴
い
需
要
の
増
大
が
見
込
ま
れ

る
救
急
業
務
を
始
め
と
し
た
、
消
防
の

連
携
・
協
力
強
化
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
行
財
政
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
連
携
・
協
力
の
方
向

で
協
議
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
が
、

知
多
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
芸
術
劇
場
の
整

備
や
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
拡
大

な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
け

る
先
進
的
、
戦
略
的
な
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
で
、
着
実
な
人
口
増
を
確
保

し
、
経
済
誌
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
と

し
て
の
高
い
評
価
を
キ
ー
プ
す
る
な

ど
、
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
と
し
て
市
民

福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
運

営
に
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、

大
き
な
時
代
の
変
化
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
が
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

５
期
目
の
市
政
運
営
で
は
、「
新
た
な

課
題
に
も
勇
気
を
持
っ
て
挑
戦
し
て
い

く
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
停
滞
さ
せ

な
い
」
と
い
う
強
い
決
意
を
持
ち
、
各

種
事
業
を
継
続
す
る
際
も
、
時
代
や
市

答
　
鈴
木
市
長
は
、
初
当
選
以
来
、
平

洲
先
生
の
教
え
で
あ
る
「
民
の
心
に
従

う
政
」
を
市
政
運
営
の
中
心
に
据
え
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
制
定
す
る
な

ど
、
市
民
の
総
意
を
反
映
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
厳
し

い
財
政
状
況
下
で
の
市
政
運
営
で
し
た

が
、
公
債
残
高
の
削
減
な
ど
の
行
財
政

改
革
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

で
、
健
全
な
財
政
運
営
の
堅
持
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
積
極
的
な
子
育
て
支
援
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を

持
て
る
環
境
づ
く
り
、
本
市
の
新
た
な

第
２
回
市
議
会
定
例
会
の
代
表
質
問
、
一
般
質
問
の
要
旨
は
次

の
と
お
り
で
す
。

紙
面
の
都
合
上
、
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

代
表
・
一
般
質
問

■
東
海
市
立
保
育
所
の
設
置
及
び
管

　
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て
 

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
準
じ
て
、
保
育
料
の

月
額
の
特
例
の
拡
充
な
ど
を
す
る

た
め
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
東
海
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て
　
 

　
東
海
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

組
織
及
び
運
営
並
び
に
情
報
の
安

全
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２９
　
１
号
） 

◎
補
正
額
…
　
億
４
千
　
万
２
千

２８

９２５

円
を
増
額
 

◎
予
算
総
額
…
　
億
千
　
万
２
千
円

４２５

２２５

主
な
補
正
内
容
は
、
教
員
研
修
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
及
び
中
央
図
書

館
分
館
整
備
事
業
の
新
設
に
よ
る

増
額
な
ど
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
内
容
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ま
た
、
産
業
や
福
祉
な
ど
の
各
分
野
の

団
体
な
ど
の
会
合
に
積
極
的
に
参
加

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
幅
広
い
情
報
交

換
や
市
政
各
般
に
わ
た
る
意
見
を
伺
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
庁
舎
１
階
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
受
け
付
け
て
い

る
常
設
の
市
政
提
案
箱
に
よ
る
意
見
の

聴
取
、
さ
ら
に
は
、
第
６
次
総
合
計
画

に
基
づ
き
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
や
自
由
意
見
記
入
欄
な
ど
に
よ
り
、

日
常
の
業
務
の
中
で
、
広
く
意
見
・
提

案
な
ど
を
集
約
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行

な
っ
て
い
る
た
め
、
市
民
対
話
集
会
と

し
て
の
話
し
合
い
の
場
を
設
定
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

寿
命
化
を
図
り
な
が
ら
、
更
新
を
行
う

際
に
は
、
単
独
施
設
と
せ
ず
、
多
機
能

化
の
視
点
に
よ
る
施
設
の
複
合
化
を
検

討
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ

り
健
全
財
政
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
生

活
圏
に
お
け
る
公
共
施
設
の
整
備
と
将

来
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り
に
バ
ラ
ン
ス

良
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

答
　
市
長
を
始
め
各
部
署
の
職
員
は
、

各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
町
内
会
・

自
治
会
の
会
議
や
多
く
の
地
域
行
事
、

分
析
結
果
の
活
用
は
、
総
合
教
育
会

議
の
中
で
、
求
め
ら
れ
る
施
策
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
市
教
育

委
員
会
も
含
め
た
関
係
課
及
び
県
の
検

討
会
議
の
委
員
で
も
あ
る
日
本
福
祉
大

学
准
教
授
を
始
め
と
し
た
有
識
者
で
構

成
す
る
本
市
の
検
討
委
員
会
で
も
、
具

体
的
な
対
策
の
検
討
を
予
定
し
て
お

り
、
例
え
ば
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
や

奨
学
金
な
ど
に
つ
い
て
対
応
を
検
討

し
、
実
施
可
能
な
も
の
か
ら
予
算
化
を

し
て
い
き
ま
す
。

答
　
大
き
な
社
会
環
境
の
変
化
へ
の
対

応
や
将
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
ま
ち

の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
駅
を
中
心
と

し
た
都
市
機
能
の
誘
導
や
居
住
区
域
な

ど
の
面
的
整
備
を
進
め
て
い
る
一
方
、

小
・
中
学
校
や
保
育
園
を
始
め
、
公
民

館
・
市
民
館
、
児
童
館
、
敬
老
の
家
な

ど
、
地
域
の
方
が
日
常
的
に
利
用
す
る

地
域
密
着
型
施
設
は
、
概
ね
小
学
校
区

ご
と
に
整
備
し
て
お
り
、
身
近
な
公
共

施
設
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。　

年
３
月
に
策
定
し
た
「
公
共
施
設

２９
等
総
合
管
理
計
画
」
に
示
す
よ
う
に
、

地
域
密
着
型
施
設
は
、
定
期
的
な
修
繕

や
計
画
更
新
な
ど
に
よ
っ
て
施
設
の
長

答
　
子
ど
も
実
態
調
査
は
　
年
１
月

２９

に
、
小
学
１
年
生
の
保
護
者
、
小
学
５

年
生
の
児
童
と
保
護
者
、
中
学
２
年
生

の
生
徒
と
保
護
者
を
対
象
に
実
施
し
た

も
の
で
あ
り
、
調
査
対
象
人
数
は
５
千

　
人
、
有
効
回
答
数
は
３
千
　
人
、
有

１７７

544

効
回
答
率
は
　
・
５
％
で
し
た
。　

６８

県
の
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
検
討
会

議
」
に
参
画
し
て
い
る
日
本
福
祉
大
学

へ
集
計
結
果
の
分
析
を
依
頼
し
、
県
の

状
況
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
　
年
７
月

２９

末
に
結
果
が
報
告
さ
れ
る
予
定
で
す
。

問
　
子
ど
も
実
態
調
査
結
果
及

び
分
析
結
果
を
今
後
の
子
ど
も

の
健
全
育
成
や
子
育
て
支
援
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

問
　
大
規
模
開
発
よ
り
、日
常
的

に
利
用
さ
れ
る
公
共
施
設
の
整

備
を
優
先
す
る
考
え
に
つ
い
て

問
　
市
民
対
話
集
会
の
実
施
に

よ
り
、
市
民
の
総
意
を
反
映
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
考

え
に
つ
い
て

広報とうかい　２０１７年７月１５日号

（
次
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一
般
質

   一
般
質
問問

が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
環
境
整
備
な
ど
を
計
画
す

る
際
に
、
あ
わ
せ
て
南
側
へ
の
ト
イ
レ

設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答
　
現
在
の
基
本
計
画
を
基
に
し
て
、

　
年
度
に
周
辺
地
域
の
測
量
、
予
備
設

２９計
を
実
施
し
、
駅
周
辺
整
備
と
し
て
の

駅
前
広
場
、
歩
道
設
置
及
び
公
立
西
知

多
総
合
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
通
路
な
ど

の
整
備
計
画
図
を
作
成
し
て
、　
年
度

30

中
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

活
動
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ

て
お
り
、
１
学
期
中
に
部
活
動
実
施
に

係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
２
学

期
か
ら
施
行
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
教
員
、
児
童
生
徒
、
保

護
者
に
配
布
、周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

特
に
中
学
校
教
員
の
業
務
軽
減
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、　
年
度
は
検
討
委
員
会
の
立
ち

２９

上
げ
１
年
目
の
た
め
、教
員
を
対
象
と
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
市
内

小・中
学
校
の
現
状
及
び
教
員
の
思
い
な

ど
を
把
握
し
、実
情
に
応
じ
た
多
忙
化
解

消
の
方
策
を
検
討
し
、本
市
の
教
員
が
心

身
と
も
に
健
康
で
充
実
し
た
教
育
活
動

が
行
え
る
よ
う
、
ま
た
、
児
童
生
徒
が

元
気
で
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

答
　
加
木
屋
緑
地
は
、
自
然
の
地
形
や

貴
重
な
緑
の
保
全
の
た
め
、
必
要
最
小

限
の
整
備
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
車
で

の
ア
ク
セ
ス
を
考
慮
し
、
２
箇
所
の
駐

車
場
付
近
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
も
の

で
、
緑
地
南
側
に
は
設
置
し
て
い
な
い

状
況
で
す
。

加
木
屋
緑
地
は
整
備
後
、
市
内
外
の

方
々
に
散
策
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、

自
然
と
触
れ
合
え
る
場
と
し
て
利
用
者

予
防
接
種
後
に
無
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
の

副
反
応
が
発
生
す
る
可
能
性
が
比
較
的

高
く
、定
期
化
が
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
定
期
化
さ
れ
て
い
る
予

防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
最

優
先
と
し
、
今
後
も
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
及

び
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
の
定
期

化
に
向
け
た
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
ま
す
。

一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

は
、
例
年
　
月
上
旬
頃
か
ら
流
行
が
始

１２

ま
り
、
高
校
、
大
学
、
専
門
学
校
な
ど

の
進
路
を
決
定
す
る
た
め
の
試
験
が
各

地
で
行
わ
れ
る
１
月
か
ら
３
月
に
流
行

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

症
に
よ
る
、
受
験
な
ど
へ
の
影
響
を
考

慮
し
、
進
学
や
就
職
な
ど
、
人
生
の
大

切
な
節
目
を
迎
え
る
中
学
校
３
年
生
及

び
高
校
３
年
生
を
対
象
に
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
発
症
時
の
重
症
化
予
防
の
観
点

か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

答
　
　
年
５
月
に
、
小
中
学
校
長
会
と

２９

市
教
育
委
員
会
で
立
ち
上
げ
た
多
忙
化

解
消
検
討
委
員
会
で
は
、
中
学
校
の
部

答
　
　
年
度
の
乳
児
健
診
時
の
ア
ン

２８

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
約
半
数
が
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
接
種
を
し
て
い
る

と
の
結
果
で
し
た
が
、
接
種
後
に
副
反

応
が
発
生
す
る
可
能
性
が
比
較
的
高

く
、
現
在
、
国
に
お
い
て
、
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る

段
階
で
す
。

ま
た
、お
た
ふ
く
か
ぜ
に
つ
い
て
も
、

問
　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
予
防
接
種
へ
の
市
独
自
の

対
策
の
検
討
に
つ
い
て

問
　
東
海
市
多
忙
化
解
消
検
討

委
員
会
に
お
け
る
教
員
の
長
時

間
労
働
解
消
に
向
け
た
話
し
合

い
の
内
容
に
つ
い
て

問
　
加
木
屋
緑
地
の
南
側
へ
ト

イ
レ
を
設
置
す
る
考
え
に
つ
い
て

問
　
新
駅
整
備
に
関
す
る
周
辺

住
民
へ
の
説
明
会
の
開
催
時
期

に
つ
い
て
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「
文
化
振
興
事
業
基
金
」
は
、
市
民
文

化
の
振
興
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、
平

成
２
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
、
学
校
巡

２２

回
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
文
化
振
興
事
業

に
活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
残
高
が
少

な
く
な
っ
た
た
め
、　
年
度
以
降
は
活

２３

用
し
て
い
ま
せ
ん
。　
年
度
末
残
高
は
、

２８

９
千
　
円
で
す
。

７０４

答
　
　
年
５
月
２
日
の
ら
ん
ら
ん
バ
ス

２７

ダ
イ
ヤ
及
び
ル
ー
ト
の
改
定
な
ど
に
よ

り
、　
年
度
の
利
用
者
数
は
　
万
６
千

２８

３８

　
人
に
な
り
、　
年
度
に
比
べ
約
４
万

３３０

２７

９
千
人
増
加
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
伴

い
、
バ
ス
の
遅
れ
が
生
じ
た
り
、
立
ち

席
の
利
用
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
安
全

性
の
確
保
な
ど
の
新
た
な
課
題
も
浮
か

ん
で
き
ま
し
た
。

バ
ス
の
本
数
を
増
や
す
こ
と
は
、
こ

の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
と
と
も

に
、
利
便
性
の
向
上
を
始
め
さ
ま
ざ
ま

問
　
ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
本
数
を

３
～
４
倍
に
し
た
場
合
の
ま
ち
の

活
性
化
効
果
の
検
討
に
つ
い
て

者
へ
の
継
承
が
難
し
い
ほ
か
、
園
芸
施

設
な
ど
へ
の
投
資
の
負
担
が
大
き
く
、

新
規
参
入
者
の
確
保
も
困
難
な
状
況
で

あ
り
、
生
産
者
、
生
産
量
と
も
に
減
少

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、本
市
で
栽
培

さ
れ
る
洋
ラ
ン
な
ど
の
花
き
類
は
、高
品

質
で
バ
イ
ヤ
ー
の
評
価
も
高
く
、国
内
外

に
誇
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
担
い
手
の
確
保
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、洋
ラ
ン
の
新
た
な

販
路
拡
大
の
た
め
、海
外
に
お
け
る
需
要

の
可
能
性
を
調
査
し
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
向
け
た
販
路
拡
大
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
観
光
物
産
プ
ラ
ザ

で
行
な
っ
て
い
る
カ
タ
ロ
グ
の
商
品
紹

介
だ
け
で
は
な
く
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
を
利
用
し
て
、
商
品
の
色
、
形
な

ど
の
詳
細
な
情
報
や
、
販
売
予
定
で
あ

る
商
品
の
生
育
状
況
な
ど
が
消
費
者
に

紹
介
で
き
る
仕
組
み
を
生
産
者
と
と
も

に
検
討
し
、
よ
り
一
層
の
洋
ラ
ン
の
魅

力
が
発
信
で
き
る
よ
う
な
支
援
策
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
ま
ち
の

活
性
化
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
出
る
の

か
、
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
総

合
的
か
つ
適
正
に
運
行
本
数
を
決
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
バ
ス
の
本
数
を
協
議
す
る
際

に
は
、
ま
ち
の
活
性
化
効
果
を
検
討
材

料
の
１
つ
と
し
て
捉
え
、
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

答
　
農
業
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
シ
ン

ビ
ジ
ウ
ム
や
デ
ン
ド
ロ
ビ
ウ
ム
の
新
品

種
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
　２１

年
に
は
、
洋
ラ
ン
を
「
市
の
花
」
に
定

め
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
洋
ラ
ン
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
き
た
結

果
、
観
光
物
産
プ
ラ
ザ
で
の
カ
タ
ロ
グ

販
売
及
び
東
海
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ウ
で
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
件
数
が
、　
年
度
は

２６

　
件
、　
年
度
は
　
件
、　
年
度
は
　

６６６

２７

７８７

２８

８８４

件
と
、
順
調
に
伸
び
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
４
年
度
か
ら
開
催
し
て

い
る
東
海
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ウ
は
、
毎
年

約
３
万
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
冬
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
洋
ラ
ン
生

産
に
お
け
る
課
題
と
し
て
、
生
産
者
の

高
齢
化
や
重
油
価
格
、
資
材
費
な
ど
の

高
騰
や
生
産
価
格
の
低
迷
に
よ
る
影
響

も
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
た
め
、
後
継

答
　
現
在
、
教
育
委
員
会
に
は
５
つ
の

基
金
が
あ
り
ま
す
。

「
徳
松
育
英
基
金
」
及
び
「
蟹
江
光
春

育
英
基
金
」
は
、
優
秀
な
中
学
生
で
経

済
的
理
由
に
よ
り
進
学
が
困
難
な
生
徒

に
対
し
て
学
資
を
給
付
す
る
も
の
で
、

基
金
の
運
用
か
ら
生
じ
た
利
息
な
ど
の

収
益
を
、
東
海
市
奨
学
金
条
例
の
規
定

に
基
づ
く
奨
学
金
支
給
の
資
金
に
充
当

し
て
い
ま
す
。　
年
度
末
の
残
高
は
、

２８

「
徳
松
育
英
基
金
」
が
　
万
円
、「
蟹
江

４００

光
春
育
英
基
金
」
が
千
　
万
円
で
す
。

１００

「
青
少
年
健
全
育
成
基
金
」
は
、
青
少

年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
も
の

で
、
昭
和
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま

６０

１８

で
は
青
少
年
健
全
育
成
事
業
に
基
金
利

息
を
充
当
し
て
い
ま
し
た
が
、　
年
度

１９

か
ら
は
基
金
を
活
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
年
度
末
の
残
高
は
、
２
千
　
万
４
千

２８

１６

　
円
で
す
。

６２６「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」
は
、
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
、
体
力
と
健
康
の

増
進
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、
昭
和
　６１

年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
は
東
海
シ

２７

テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
事
業
費
へ

充
当
し
、
現
在
は
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
ス

ポ
ー
ツ
力
育
成
事
業
へ
充
当
し
て
い
ま

す
。　
年
度
末
残
高
は
、　
万
７
千
　

２８

５１８

５２４

円
で
す
。

問
　
洋
ラ
ン
の
普
及
推
進
事
業

の
成
果
及
び
課
題
に
つ
い
て

広報とうかい　２０１７年７月１５日号

問
　
教
育
委
員
会
所
管
の
基
金

の
活
用
状
況
と
残
高
に
つ
い
て

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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答
　
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
各

駅
周
辺
を
地
域
の
拠
点
と
位
置
づ
け
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
市
全

体
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
の

形
成
を
目
的
に
整
備
を
進
め
て
き
た
太

田
川
駅
周
辺
は
、
都
市
拠
点
と
し
て
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
地
域
へ
と
姿
を
変
え

て
い
ま
す
。

市
全
体
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に

も
、
各
駅
の
周
辺
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
そ

の
実
現
方
策
と
し
て
、
駅
前
広
場
な
ど

の
周
辺
整
備
、
地
域
の
商
業
者
な
ど
や

商
工
会
議
所
と
連
携
し
た
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
を
形
成
す
る
た
め
、「
太
田
川
駅
周
辺

総
合
整
備
計
画
」
に
位
置
づ
け
、
太
田

川
駅
を
囲
む
都
市
計
画
道
路
、
太
田
川

駅
前
線
始
め
４
路
線
の
延
長
約
千
　
ｍ
２６０

に
お
い
て
、
両
側
歩
道
内
に
電
線
管
路

を
埋
設
し
、
約
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
無
電

１０

柱
化
区
域
と
な
る
も
の
で
、　
年
度
か

２６

ら
整
備
を
進
め
て
お
り
、　
年
度
の
完

３０

了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

横
須
賀
地
区
に
つ
い
て
は
、山
車
ま
つ

り
が
映
え
る
景
観
形
成
を
す
る
た
め
、

「
横
須
賀
文
化
の
香
る
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
」
に
位
置
づ
け
、
愛
宕
神
社
か
ら

名
鉄
尾
張
横
須
賀
駅
ま
で
の
区
間
の
無

電
柱
化
及
び
道
路
美
装
化
に
つ
い
て
、地

元
と
の
合
意
を
図
り
、早
期
の
工
事
着
手

に
向
け
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
新
た
に
整
備
す
る
市
街
地
や
駅

周
辺
な
ど
に
つ
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り

計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
無
電

柱
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

方
検
討
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、　
年
２７

度
に
中
学
校
普
通
教
室
空
調
機
設
置
工

事
の
実
施
設
計
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
工
事
費
に
対
す
る
文
部
科
学
省
の

補
助
金
は
、
耐
震
関
連
事
業
の
優
先
度

が
高
く
、
空
調
設
備
の
整
備
の
補
助
採

択
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
引
き
続
き
積
極
的
に
国
庫
補
助
を

要
望
し
、
財
源
確
保
に
努
め
、
計
画
的

に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

答
　
太
田
川
駅
前
地
区
に
つ
い
て
は
、

市
の
顔
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
中
心
市
街

答
　
洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
の
校
舎
が
　
年
度
ま
で
に
完
了

２７

し
て
お
り
、
中
学
校
の
校
舎
は
　
年
度

２９

の
加
木
屋
中
学
校
の
整
備
を
も
っ
て
完

了
予
定
で
、　
年
度
以
降
は
、
屋
内
運

３０

動
場
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
各
ト
イ
レ
１
箇
所
を
洋
式
化

し
て
い
ま
す
が
、
洋
式
化
の
必
要
数
を

考
慮
し
、
ト
イ
レ
の
大
規
模
改
修
に
あ

わ
せ
て
整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
空
調
設
備
の
整
備
に
つ
い
て

は
、　
年
度
の
東
海
市
教
室
環
境
在
り

２５

２７日・建設環境経済委員会＝
　　　 付託議案を審査
２８日・文教厚生委員会＝付託
           議案を審査
２９日・総務消防委員会＝付託
           議案を審査 
３０日・議会運営委員会＝第２
　　 　回市議会定例会最終
　　　日の運営などについ
         て審査

６月中に開催された
議会関係の主な会議など
（本会議を除く）

市議会だより

問
　
太
田
川
駅
前
や
横
須
賀
町

の
無
電
柱
化
推
進
事
業
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
へ
の
位
置
付
け
及

び
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

問
　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
市
全

域
の
活
性
化
及
び
名
鉄
各
駅
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て

問
　
小
・
中
学
校
の
洋
式
ト
イ

レ
と
空
調
設
備
の
計
画
的
な
整

備
方
針
に
つ
い
て

第第２２回回市市議議会会定定例例会会
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打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
踊
る
「
ケ
ン
ケ

ナ
ー
」
と
い
う
踊
り
手
の
存
在
が
特
徴

的
で
す
。

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、
株
式
会
社
ま

ち
づ
く
り
東
海
（
電
話
０
５
６
２
―
　７７

―
０
７
８
９
）
へ
。

時
ま
で
、
芝
生
広
場
で
撮
影
会
を
開
催

し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
浴
衣
や
夏
ら
し
い
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

本
市
の
姉
妹
都
市
・
沖
縄
市
の
食
や

音
楽
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
「
沖
縄

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

本
場
沖
縄
市
の
池
原
青
年
会
に
よ
る
エ

イ
サ
ー
や
民
謡
を
始
め
、
県
内
外
か
ら

味
自
慢
の
沖
縄
料
理
店
が
出
店
。
雰
囲

気
満
点
の
大
屋
根
広
場
に
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
と
き
・
内
容

７
月
　
日
（
金
）
午
後
５
時
　
分
～
　

２８

３０

１０

時
・「
う
ち
な
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ナ
イ

ト
」
沖
縄
民
謡
を
中
心
に
文
化
・
食
事

を
楽
し
む
ナ
イ
ト
　

　
日
（
土
）
午
後
４
時
～
　
時
・「
エ
イ

２９

１０

サ
ー
ナ
イ
ト
」エ
イ
サ
ー
団
体
の
演
舞
・

食
事
を
楽
し
む
ナ
イ
ト

●
と
こ
ろ

大
屋
根
広
場

■
池
原
青
年
会
の
紹
介

大
太
鼓
と
締
太
鼓
の
や
わ
ら
か
く
、

し
な
や
か
な
バ
チ
さ
ば
き
と
、
女
踊
り

の
優
雅
で
華
麗
な
動
き
、
全
体
的
に
ス

ロ
ー
テ
ン
ポ
な
踊
り
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
沖
縄
市
で
は
珍
し
い
、 鉦
 を
か
ね

今
年
は
太
田
川
駅
東
側
出
口
の
歩
道

が
新
し
く
「
カ
フ
ェ
ゾ
ー
ン
」
と
し
て

会
場
に
加
わ
る
ほ
か
、
芝
生
広
場
の

「
キ
ッ
ズ
＆
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゾ
ー
ン
」
で

は
、
風
船
つ
り
な
ど
家
族
連
れ
が
安
心

し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
と
き

７
月
　
日
（
水
）
～
　
日
（
土
）
午

２６

２９

後
６
時
～
　
時
（
小
雨
決
行
）

１０

●
と
こ
ろ

ど
ん
で
ん
広
場
、
太
田
川
駅
東
側
出

口
歩
道

●
飲
食
店

「
イ
ソ
ノ
サ
ザ
エ
」「
イ
ン
ド
カ
レ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
」「
英
国
パ

ブ
　
ブ
ー
ビ
ー
ズ
」「
窯
焼
ピ
ッ
ツ
ァ
と

鉄
板
焼
　
は
る
ば
る
」「
か
ら
あ
げ
！

ご
っ
ち
」「
ア
ベ
ニ
ー
ル
洋
菓
子
店
」「
ビ

ス
ト
ロ
カ
フ
ェ
　
ｓ
ａ
ｓ
ａ
」
な
ど
の

市
内
の
飲
食
店
　
店
舗
が
出
店
し
ま

１２

す
。
お
い
し
い
料
理
と
ビ
ー
ル
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

■
特
設
ス
テ
ー
ジ

「
知
多
娘
。」「
Ｐ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ
」「
二
人

目
の
ジ
ャ
イ
ナ
」
な
ど
、
生
バ
ン
ド
に

よ
る
ラ
イ
ブ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
浴
衣
＆
夏
服
ス
ナ
ッ
プ
撮
影
会

　
日
（
土
）
午
後
５
時
　
分
か
ら
７

２９

３０

太太太太太太太太太太
田田田田田田田田田田
太
田
川川川川川川川川川川川

ホホホホホホホホホホ
ッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトト
ササササササササササ
ママママママママママ
ーーーーーーーーーー
ガガガガガガガガガガ
ーーーーーーーーーー
デデデデデデデデデデ

ホ
ッ
ト
サ
マ
ー
ガ
ー
デ
ンンンンンンンンンンン

第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１
第
１
回回回回回回回回回回回

沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖
縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄
フフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェ
スススススススススス
テテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィ
ババババババババババ

沖
縄
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルルルルルルルルルルル

沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖
縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉
妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹
都都都都都都都都都都

沖
縄
＆
姉
妹
都
市市市市市市市市市市市

カカカカカカカカカカ
レレレレレレレレレレ
ーーーーーーーーーー
フフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェ

カ
レ
ー
フ
ェ
アアアアアアアアアアア

毎年恒例の、料理とビールを野外で楽しむ太田
川ホットサマーガーデン２０１７をどんでん広場で
開催します。
今年からは、大屋根広場で沖縄フェスティバル
も同時開催します。ぜひ、お越しください。

第１回

沖縄フェスティバル

「
沖
縄
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と

の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、観

光
物
産
プ
ラ
ザ
で
沖
縄
＆
姉
妹

都
市
カ
レ
ー
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。普
段
と
は
違
っ
た
限
定
商

品
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、観
光
物
産
プ

ラ
ザ
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き

７
月
　
日（
月
）～
　
日（
日
）

２４

３０

●
と
こ
ろ

観
光
物
産
プ
ラ
ザ

●
内
容

沖
縄
の
お
酒
や
黒
糖
、
塩
、
お

菓
子
類
の
販
売
と
、姉
妹
都
市
及

び
知
多
半
島
の
レ
ト
ル
ト
カ

レ
ー
の
販
売

詳
し
く
は
、観
光
物
産
プ
ラ
ザ

（
電
話
０
５
６
２
―
　
―
２
２
３

７７

３
）
へ
。

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
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「「「「「「「「「「ああああああああああななななななななななたたたたたたたたたたののののののののののおおおおおおおおおおももももももももももいいいいいいいいいい わわわわわわわわわわたたたたたたたたたたししししししししししののののののののののおおおおおおおおおおももももももももももいいいいいいいいいい「あなたのおもい　わたしのおもい」」」」」」」」」」」
 嚶鳴祭 とは、青少年センターを拠点に、和太鼓・
おうめいさい

合唱・演劇・ダンスの４つの活動を行なっている
「嚶鳴四座」が創り上げる総合芸術舞台です。
今回は、初めて芸術劇場大ホールで実施す
るほか、過去の嚶鳴祭の歴史をたどる「嚶鳴
祭展示会」の開催や、どんでん広場で開催す
る「大田川うまいもんグランプリ」とのコラ
ボ企画（嚶鳴祭を見ると商品無料チケットが
当たるチャンス）などを実施します。さらに、
先着５００人の方にはクリアファイルもプレゼ
ント。一味違う今年の嚶鳴祭に皆さんぜひ、
ご来場ください。
■演目　「あなたのおもい　わたしのおもい」
今回は、今までに語られることのなかった、嚶
鳴祭の舞台裏を笑いあり、感動ありの内容でお届
けします。長年、活動を続けてきた嚶鳴四座が、１
つの演目を創り上げるまでの、多くの葛藤や、意
見のぶつかり合いなど、たくさんのハードルを乗
り越えていく座員たちの姿を描きます。
和太鼓・合唱・ダンスが演劇とコラボレーショ
ンした、本市でしか見ることのできないオリジナ
ル作品をぜひ、ご覧ください。
なお、駐車場には限りがあるため、公共交
通機関をご利用ください。
詳しくは、青少年センターへ。

～嚶鳴祭の歴史をたどる～嚶鳴祭の歴史をたどる～～ 嚶鳴祭展示　嚶鳴祭展示会会
「嚶鳴祭」「嚶鳴四座」を知ってもらうために、ギャラリー展示
会を開催します。過去の嚶鳴祭ポスターや写真のほか、所属する
座員の特技を生かしたイラストや動画などを展示します。
ぜひ、ご来場ください。
●とき　７月２２日（土）～２６日（水）、８月１日（火）～６日（日）午
前９時～午後１０時（7月２２日と８月１日は午後１時～）
●ところ　芸術劇場ギャラリー（４階）
詳しくは、青少年センターへ。

広報とうかい　２０１７年７月１５日号

嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴嚶鳴祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭　若若若若若若若若若若者者者者者者者者者者たたたたたたたたたたちちちちちちちちちちにににににににににによよよよよよよよよよるるるるるるるるるる創創創創創創創創創創作作作作作作作作作作ミミミミミミミミミミュュュュュュュュュューーーーーーーーーージジジジジジジジジジカカカカカカカカカカ若者たちによる創作ミュージカルルルルルルルルルルル

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴

8月6日（日）
午後2時～（開場は1時30分）

芸術劇場大ホール

入場無料

17 広報とうかい　２０１７年７月１５日号

指
標
が
悪
化
し
ま
し
た
。

現
状
値
の
一
覧
は
、
市
役
所
女
性
・

子
ど
も
課
（
６
階
）
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
女
性
・
子
ど
も
課
へ
。

タ
ー
、上
野
公
民
館
、市
内
　
箇
所
の
公

１５

民
館
・
市
民
館
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
へ
。

市
で
は
、　
年
度
に
「
東
海
市
男
女

２７

共
同
参
画
プ
ラ
ン
Ⅲ
」
を
策
定
し
、「
個

性
を
認
め
合
い
　
い
き
い
き
と
活
躍
で

き
る
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
・
事

業
者
・
市
が
協
力
し
て
男
女
共
同
参
画

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
年
度
の
数
値
を
基
準
値
と
し
て
、

２６
毎
年
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
現
状

値
、
達
成
の
目
安
と
し
て
「
め
ざ
そ
う

値
」
を
設
け
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
年
度
の
現
状
値
は
、
下
の
表
の
と

２８
お
り
で
す
。　
年
度
の
基
準
値
と
比
べ

２６

て
、　
％
の
指
標
が
改
善
し
、　
％
の

５６

４４

と
　
の
「
成
果
指
標
」
を
設
定
し
、
毎

１６０
年
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
各
種
統
計
調

査
な
ど
に
よ
っ
て
算
出
し
た
数
値
が
、

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
分
析
し

て
い
ま
す
。

　
年
度
の
現
状
値
は
上
の
表
の
と
お

２８
り
で
す
。　
年
度
の
基
準
値
と
比
べ
て
、

２４

　
・
１
％
の
指
標
が
改
善
し
、　
％
の
指

６４標
が
横
ば
い
、　
・
５
％
の
指
標
が
悪

３２

化
し
ま
し
た
。

詳
し
い
現
状
値
の
一
覧
は
、市
役
所

企
画
政
策
課（
３
階
）で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
は
、市
役
所
情
報
コ
ー

ナ
ー（
１
階
）、し
あ
わ
せ
村
、文
化
セ
ン

タ
ー
、中
央
図
書
館
、市
民
活
動
セ
ン

ま
ち
づ
く
り
の
進
み
具
合
を
確
認
す

る
た
め
、　
の
「
ま
ち
づ
く
り
指
標
」

４９

基準値に対する
２８年度現状値の改善・悪化などの状況

割　合指標数項　目

６４.1％１34改善した指標

２.4％５横ばいの指標

３２.５％６８悪化した指標

１.０％２その他

　　１００％２０９計
※「その他」は、現時点では数値が把握できない指標

に
向
け

に
向
け
てて

２.４

総
合
計
画
に
関
す

総
合
計
画
に
関
す
るる

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査査

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
たた

基準値に対する
２８年度現状値の改善・悪化などの状況

割　合指標数項　目

５６.０％１０　　改善した指標

４４.０％８　　悪化した指標

１００％１８計

安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安

心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心

未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未

来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来

都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
のの

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢

ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ

とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと

つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな

つ
 な
 ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ

総
合
計
画
の
進
み
具

総
合
計
画
の
進
み
具
合合

　
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
次
東
海
市
総
合
計
画
で
は
、「
め
ざ
す
ま
ち
の

２６
姿
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
進
み
具
合
を
表
す
「
ま
ち
づ
く
り
指
標
」

と
、そ
の
手
段
と
な
る
市
の
取
り
組
み
の
分
析
な
ど
を
す
る
た
め
の「
成
果
指
標
」を

設
定
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
・
共
創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
毎
年
こ
れ
ら
の
指
標
の
推
移
に
つ
い
て
分
析
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
、
次
世
代
に
夢
と
希
望
を
つ
な
ぎ
、
安
心
・
安
全
で
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
のの

進
み
進
み
具具
合合
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ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
事
業
に
対
す

る
企
画
提
案
を
市
民
団
体
な
ど
か
ら
募

集
し
、２
次
審
査
会
を
行
な
っ
た
結
果
、

左
の
表
の
と
お
り
、
4
件
の
提
案
を
採

択
し
ま
し
た
。

今
後
、　
年
度
の
実
施
に
向
け
、
こ

３０

の
提
案
を
も
と
に
、
団
体
と
市
の
担
当

課
が
、話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、市
役
所
市
民
協
働
課（
１

階
）
へ
。 ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

協
働
推
進
事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提

企
画
提
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案

採
択
し
ま
し

採
択
し
ま
し
たた

団　体　名事　業　名
NPO法人
Ｓｍｉｌｅｙ Ｄｒｅａｍ男女共同参画啓発事業

NPO法人
花婿学校

結婚応援センター出会いの場
創出事業（東海婚活応援セ
ミナー＆交流会）

NPO法人
Ｓｍｉｌｅｙ Ｄｒｅａｍ

女性の活躍支援講座等開催
事業

ニャンごろ輪
地域ねこの会地域ねこ活動推進事業

皆さんが日頃から家庭や、職場などで取り
組んでいる、ごみ減量のための工夫やアイデ
アを募集します。
●テーマ
以下の３つのテーマで、市民の皆さんが継
続的に取り組みやすいもの
① 食べきり
② 使いきり
③ 水きり
【①食べきりの例】　その日に食べ切れる分
だけ料理をする。
●記念品
応募された方の中からテーマごとに大賞、
優秀賞と入選を選定し、入賞者と入選者には
それぞれ１,０００円分のクオカードを進呈
●申し込み
８月１５日（火・当日消印有効）までに、

応募用紙または任意の様式に住所、氏名、年
齢、電話番号、取り組んでいる内容とその効
果を記入して、郵送（〒４７７―００３１　大田町
天神下ノ上１―１１）、ＦＡＸ（０５６２―７７―
００４６）でＮＰＯ法人まち・ネット・みんなの
広 場 へ。メ ー ル（ア ド レ スmachi-net-
minnanohiroba@ma.medias.ne.jp）でも受
け付けます
なお、説明用に絵や写真があれば添付して
ください。
また、集まったアイデアは、市のごみ減量Ｐ
Ｒに活用します。
詳しくは、申込先へ。

１０月１日（日）から、東海市循環バス車内にお
ける広告掲載を開始します。それに伴い、広告主
を募集します。会社や団体の広報手段として、バ
スの車内に広告を掲載してみませんか。
●掲載箇所・規格
東海市循環バスの車内上部に掲載。規格はＢ３
サイズ横（縦３６㎝×横5１㎝）または規格内でＢ
版用紙に貼り付けたもの
●掲載料
１ルート２台分を１枠として２,０００円（月額・
１か月単位で申込可能）
●提出書類
広告掲載申込書（規定用紙）、広告掲載基準
チェックリスト（規定用紙・記入済みのもの）、広告
物（３部）
規定用紙は市ホームページからダウンロードし
て使用できます
●申し込み
１０月１日（日）からの掲載を希望する場合は、７
月２１日（金）午前８時３０分から８月３１日（木）午後
５時１５分までに提出書類を持参して、市役所交通
防犯課（３階）へ。なお、１１月以降に掲載を希望する
場合は、掲載を希望する月の前月５日まで（閉庁日
に当たる場合は直前の開庁日）に提出書類を持参
して、申込先へ
「東海市広告掲載要綱」及び「東海市循環バス広告
掲載要領」などを市ホームページに掲載しています
ので、応募する際にはよくお読みください。
受付後、掲載の可否を審査し、通知します。
詳しくは、申込先へ。
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19 広報とうかい　２０１７年７月１５日号

８月１日（火）は、障害者医療、母子家庭等医療、
後期高齢者福祉医療の「受給者証」の更新日です。
該当する方には申請書を郵送しますので、期日ま
でに市役所国保課（１階）またはしあわせ村健康推
進課、文化センターへ提出をお願いします。
なお、郵送で提出する場合は、同封の封筒に８２

円切手を貼って返送してください。
申請された方には、新しい受給者証を７月３１日

（月）までに郵送します。
更新申請がない場合は、医療費の助成を受ける

ことができなくなる場合があります。
詳しくは、国保課へ。

お忘れなく 受給者証の更お忘れなく　受給者証の更新新

該当する方は、市役所国保課（１階）で申請手続きをしてください。
助成内容対　　　象　　　者区　分

医療費（保険診療分）の
自己負担額を助成

中学校卒業（１５歳に達する年度の末日まで）までの子ども子ども
・身体障害者手帳（１級～３級、腎臓機能障害４級、進行性筋委縮症
４級～６級）をお持ちの方
・療育手帳（Ａ・Ｂ判定）をお持ちの方
・自閉症状群と診断された方

障害者

・１８歳に達する年度の末日までの児童を扶養している方で、①母子家
庭の母とその児童　②父子家庭の父とその児童　③配偶者に重度の
障がいのある父母と児童（いずれも父母の所得制限有り）
・父母のいない１８歳の年度末までの児童

母子家庭等

医療費（保険診療分）の自
己負担額または精神疾患
に係る医療費（保険診療
分）の自己負担額を助成

・全疾患の通院と入院：精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの方
・精神科通院：自立支援医療受給者証（精神通院）をお持ちの方
・精神科入院：精神障害者保健福祉手帳３級をお持ちの方

精神障害者

認定疾病に係る医療費
（保険診療分）の自己負
担額を助成

慢性気管支炎、気管支ぜん息、ぜん息性気管支炎、肺気しゅのいずれ
かにかかっており認定審査会で認定された方（本市の居住期間に条件
有り）

東海市特定
疾病患者

医療費（保険診療分）の
自己負担額を助成（一部
例外有り）　　

後期高齢者医療被保険者で、①障害者・母子家庭等・精神障害者・東
海市特定疾病患者の要件に当てはまる方　②戦傷病者手帳をお持ち
の方　③精神保健及び精神障害者の福祉に関する法律の規定による措
置入院患者　④感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関す
る法律の規定による結核入院患者並びにこれと同等条件を有する方
⑤ひとり暮らし高齢者で市民税非課税の方　⑥ねたきり高齢者、認知
症高齢者（要介護認定４・５など）の方（その者の生計維持者が市民
税非課税等の場合のみ）

後期高齢者
福祉医療

母子健康手帳の交付を受けている
妊娠中の方妊　婦

①一般不妊治療等…医療費の自己負担額を助成。助成期間
２４か月　②特定不妊治療…指定医療機関で行なった医療費
のうち自費で負担した額から一定額を控除し、上限１０万円
までを助成（男性不妊治療がある場合は最高２０万円・助成
回数は年齢によって異なる）

不妊治療を受けている夫婦で、婚
姻関係が確認でき、医療機関に
よって不妊治療が必要であると認
められた方（治療開始時の妻の年
齢が４３歳以上の方を除く）

不妊治療

指定医療機関において受けた、保険適用外の不育症治療及
び検査の費用（治療開始から終了までの１治療期間で、上
限３０万円）

指定医療機関において、不育症治
療が必要であると認められ、治療
を受けている方

不育症治療

指定養育医療機関で行う未熟児の入院治療のうち、保険適
用となる診察や薬剤、医学的処置、食事療養費（ミルク代）
などを助成

１歳未満の乳児で、指定医療機関
によって入院養育が必要であると
認められた方

未熟児
養育医療

健やかな児童の出生を図るために必要な医療費（保険診療
分）の自己負担額を助成

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制各種医療費助成制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ご存知ですかご存知ですか
？？

障害者医療・母子家庭等医療・後期高齢者福祉医障害者医療・母子家庭等医療・後期高齢者福祉医療療
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こ
の
ほ
か
に
も
、
高
額
療
養
費
の
委

任
払
制
度
・
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
の
高
額
療
養
費
支
払
資
金
貸
付
制
度

が
あ
り
ま
す
。

⑤
 出
産
育
児
一
時
金
・
葬
祭
費

　
国
保
加
入
者
が
出
産
し
た
と
き
、
ま

た
は
死
亡
し
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
受
給
要
件
な
ど
は
国
保
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

⑥
 交
通
事
故
な
ど
に
遭
っ
た
と
き

　
国
保
加
入
者
が
、交
通
事
故
な
ど
で
け

が
を
し
た
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
国
保
課

に
相
談
し
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害

届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
病
院

な
ど
で
保
険
証
が
使
用
で
き
ま
す
。届
け

出
が
あ
れ
ば
、加
害
者
の
負
担
す
べ
き
医

療
費
を
一
時
的
に
立
て
替
え
、
後
日
、

加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
示
談
を
受
け
入
れ
た
り
し
て

し
ま
う
と
、
保
険
証
が
使
え
な
く
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
酒
酔
い
運
転
な
ど
の
違
法
行

為
や
、
け
ん
か
や
泥
酔
な
ど
に
よ
る
傷

病
、
勤
務
中
・
通
勤
途
中
の
け
が
な
ど

で
労
災
の
適
用
を
受
け
る
と
き
に
は
保

険
証
は
使
え
ま
せ
ん
。

　
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
、
収
入
額
に
よ
っ
て
は
申
請
に
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限
度
額
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　
な
お
、　
歳
未
満
の
方
は
、「
限
度

７０

額
適
用
認
定
証
（
上
位
所
得
者
・
一
般

の
方
）」
ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
）」
を
、　
歳
以
上
の
住

７０

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
提

示
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
へ
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。　
　
い
ず
れ
も
市
役
所
国
保
課（
１

階
）
の
窓
口
で
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
 い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き

　
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
を
作
っ

た
と
き
や
、旅
先
で
の
急
病
で
保
険
証
な

し
で
診
療
を
受
け
た
と
き
な
ど
に
、申
請

し
て
認
め
ら
れ
る
と
、自
己
負
担
分
以
外

が
療
養
費
と
し
て
後
日
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
 高
額
療
養
費
支
給
制
度

　
国
保
加
入
者
の
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
て
負
担
し
た
額
は
、
申
請
し
て
認
め

ら
れ
る
と
高
額
療
養
費
と
し
て
後
日
支

給
さ
れ
ま
す
（
表
２
及
び
次
ペ
ー
ジ
の

表
４
「
８
月
診
療
分
か
ら
の
自
己
負
担

①
 療
養
の
給
付
　

　
病
院
な
ど
の
窓
口
で
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
を
提
示
す
る

と
、
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
負
担
す

る
だ
け
で
医
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

・
０
～
６
歳
（
就
学
前
）
…
２
割

・
７
～
　
歳
…
３
割

６９

・
　
歳
以
上
…
２
割
〔
誕
生
日
が
昭
和

７０
　
年
４
月
１
日
ま
で
の
方
は
特
例
措
置

１９に
よ
り
１
割
、一
定
以
上
の
所
得
者（
同

一
世
帯
に
課
税
所
得
が
　
万
円
以
上
の

１４５

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者

７０

７５

が
い
る
方
）
は
３
割
〕

　
な
お
、同
一
世
帯
に
　
歳
以
上
　
歳

７０

７５

未
満
の
国
保
被
保
険
者
が
１
人
の
場
合

は
収
入
が
　
万
円
未
満
、２
人
以
上
の

３８３

場
合
は
合
計
収
入
が
　
万
円
未
満
の
と

５２０

き
、申
請
を
し
た
月
の
翌
月
か
ら
２
割

負
担（
誕
生
日
が
昭
和
　
年
４
月
１
日

１９

ま
で
の
方
は
特
例
措
置
に
よ
り
１
割
負

担
）と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
医
療
な
ど
の
福
祉
医

療
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
自
己
負
担
分

が
助
成
さ
れ
ま
す
。

②
 入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

　
食
事
代
は
、
ほ
か
の
医
療
費
と
は
別

に
１
食
　
円
の
自
己
負
担
が
必
要
で
、

３６０

残
り
は
国
保
が
負
担
し
ま
す
（
表
１
）。

　
な
お
、　
歳
未
満
の
住
民
税
非
課
税

７０

世
帯
の
方
や
　
歳
以
上
の
低
所
得
者
の

７０

方
は
、自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

表２　高額療養費の自己負担限度額（７０歳未満・月額）
4回目以降
（※４）３回目まで所得区分

（※３）
１４０,１００円２５２,６００円＋８４２,０００円を超

えた医療費の１％を加算所得が９０１万円を超える方ア

９３,０００円１６７,４００円＋５５８,０００円を
超えた医療費の１％を加算 

所得が６００万円を超え９０１
万円以下の方イ

４４,４００円８０,１００円＋２６７,０００円を
超えた医療費の１％を加算 

所得が２１０万円を超え６００
万円以下の方ウ

４４,４００円５７,６００円 所得が２１０万円以下の方エ
２４,６００円３５,４００円 住民税非課税世帯の方オ

※３ 所得＝総所得金額－基礎控除（３３万円）
※４ 過去１２か月間に、同じ世帯での支給が４回以上あった場合の４
回目以降の自己負担限度額です。
　なお、所得の申告がない場合には「所得区分ア」とみなされますので、 
忘れずに申告してください。 

表１　入院したときの食事代
１食あたり区　分
３６０円一般（下記以外の方）
２１０円９０日までの入院住民税非課税世帯

低所得Ⅱ（※１） １６０円過去１２か月で９０日を
超える入院

１００円低所得Ⅰ（※２）
※１ 同一世帯の世帯主及び国保の被保険者全員が住民税非課税の方
（所得が０円でも公的年金の収入が８０万円以上の方は低所得者Ⅱ）。
※２ 同一世帯の世帯主及び国保の被保険者全員が住民税非課税で、そ
の世帯の個人ごとの各所得が必要経費・控除を差し引いたときに０円
となる方。
　なお、住民税非課税世帯及び低所得者Ⅰ・Ⅱの方は「限度額適用・標
準負担額減額認定証」が必要です。

国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保国民健康保険険険険険険険険険険険
ここんんななとときき
給給付付がが受受けけらられれまますす

隔

医
療
機
関
な
ど

医
療
機
関
な
ど
のの

窓
口
で
支
払
う「
一
部
負
担
金
」

窓
口
で
支
払
う「
一
部
負
担
金
」のの

減
額
・
免
除
制

減
額
・
免
除
制
度度
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よ
り
一
部
負
担
金
の
減
額
・
免
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

①
 震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
死
亡
し
、
身

体
障
害
者
と
な
り
、
ま
た
は
資
産
に
重

大
な
損
害
を
受
け
た
と
き

②
 干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
雪
害
な
ど
に

よ
る
農
作
物
の
不
作
、
そ
の
ほ
か
こ
れ

ら
に
類
す
る
事
由
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
た
と
き

③
 事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、失
業

な
ど
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

と
き

④
 ①
か
ら
③
に
掲
げ
る
事
由
に
類
す

る
事
由
が
あ
っ
た
と
き

　
詳
し
く
は
、
国
保
課
へ
。

　
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険
に
加

７０
入
し
て
い
る
方
へ
、８
月
１
日
（
火
）

以
降
か
ら
使
用
す
る
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
を
、
７
月
中
旬
か
ら
、

普
通
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

医
療
機
関
な
ど
に
か
か
る
際
は
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

と
合
わ
せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
の
切
れ
た
高
齢
受
給
者
証

は
、
市
役
所
国
保
課
（
１
階
）、
し

あ
わ
せ
村
健
康
推
進
課
、
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
国
保
課
へ
。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証

８
月
の
診
療
分
か
ら
被
保
険

者
の
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

・
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
国
民
健

７０

７５

康
保
険
の
被
保
険
者

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

■
変
更
時
期

８
月
診
療
分
か
ら

な
お
、
８
月
診
療
分
の
高
額
療

養
費
支
給
申
請
の
ご
案
内
は
、
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
　１０

月
以
降
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
は
　
月
以
降
と
な
り
ま

１２

す
。

■
変
更
後
の
限
度
額

同
じ
月
内
に
支
払
っ
た
自
己

負
担
額
が
、
表
４
の
限
度
額
を
超

え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

表
４
の
低
所
得
者
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）

に
該
当
す
る
方
は
、
事
前
に
申
請

し
、
交
付
さ
れ
た
認
定
証
を
医
療

機
関
の
窓
口
へ
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
外
来
・
入
院
・
歯
科
と
も

個
人
単
位
で
、
一
医
療
機
関
の
窓

口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
国
保
課

（
１
階
）
へ
。

表４　８月診療分からの自己負担限度額
　　　（国民健康保険は７０歳以上・月額）

外来＋入院の場合（世帯単位）
所得区分 外来の場合

（個人単位）
８０,１００円＋医療費が

２６７,０００円を超えた場合
は、超えた分の１％
（年４回目以降は、４４,４００円
※４）

５７,６００円現役並み
※１

５７,６００円
（年４回目以降は、４４,４００円
※４）

１４,０００円
（年間上限
１４４,０００円）

一般

２４,６００円
８,０００円

Ⅱ
※２低

所
得
者 １５,０００円Ⅰ
※３

※１ 同一世帯に課税所得が年１４５万円以上の７０歳以上７５歳未満の国民健康保険被保険者がいる方または同一世帯に
課税所得が年１４５万円以上の後期高齢者医療被保険者がいる方
※２ 同一世帯の世帯主及び国民健康保険被保険者全員（後期高齢者の場合は世帯全員）が住民税非課税の方
※３ 同一世帯の世帯主及び国民健康保険被保険者全員（後期高齢者の場合は世帯全員）が住民税非課税で、その世
帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を８０万円として計算）を差し引いたときに０円になる方
※４ 過去１２か月間に、同じ世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の自己負担限度額です。
　なお、月の途中で７５歳になり、後期高齢者医療制度に加入した人（１日生まれの方は除く）は、誕生月の自己負
担限度額が表４の２分の１になります。

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
自己負担限度額自己負担限度額がが

変わりま　　　　　変わりますす

表３　７月診療分までの自己負担限度額
　　　（国民健康保険は７０歳以上・月額）

外来＋入院の場合（世帯単位）
所得区分 外来の場合

（個人単位）
８０,１００円＋医療費が

２６７,０００円を超えた場合
は、超えた分の１％
（年４回目以降は、４４,４００円
※４）

４４,４００円現役並み
※１

４４,４００円１２,０００円一般

２４,６００円
８,０００円

Ⅱ
※２低

所
得
者 １５,０００円Ⅰ
※３

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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市
内
に
は
、
市
測
定
局
４
箇
所

（
名
和
小
学
校
・
市
役
所
・
富
木

島
小
学
校
・
加
木
屋
小
学
校
）、

市
自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
１

箇
所
（
名
和
町
吹
付
）
と
県
測
定

局
２
箇
所
（
上
野
公
民
館
・
横
須

賀
小
学
校
）
の
大
気
汚
染
測
定
局

が
あ
り
ま
す
。

降
下
ば
い
じ
ん
に
つ
い
て
は
、

　
箇
所
の
市
測
定
点
（
一
番
畑
保

１１育
園
・
名
和
児
童
館
・
名
和
町
吹

付
・
名
和
東
児
童
館
・
上
野
中
学

校
・
ソ
ラ
ト
太
田
川
・
文
化
セ
ン

タ
ー
・
養
父
児
童
館
・
三
ツ
池
保

育
園
・
富
木
島
中
学
校
・
加
家
公

民
館
）
と
１
箇
所
の
県
測
定
点

（
横
須
賀
中
学
校
）
が
あ
り
、
大

気
汚
染
状
況
を
常
時
監
視
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ

い
て
は
、
３
箇
所
の
市
測
定
点

（
名
和
小
学
校
・
市
役
所
・
文
化

セ
ン
タ
ー
）
で
、
年
４
回
の
測
定

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴

28年度の大気測定結果がまとまりました。この結果から本市の大気汚染状況を見ると、二酸化硫黄、二

酸化窒素、浮遊粒子状物質、ダイオキシン類については、市内の全測定局で環境基準に適合しました。

しかし、光化学オキシダントについては、本市を含む県内の一般環境大気測定局すべてで環境基準に適合す

ることができませんでした。

大気汚染の主な原因は、工場などの固定発生源と自動車などの移動発生源があります。市では、固定発

生源については、公害防止協定などに基づき監視・指導に努め、今後も引き続き実施しますが、移動発生

源対策は、自動車を利用する事業者や市民の皆さんの協力が不可欠です。不必要なアイドリングをしない、

過積載を行わないなど、空気を汚さないよう環境に優しい運転の実践などをお願いします。

詳しくは、市役所生活環境課（５階）へ。

環環境境基基準準にに

焔焔光化学オキシダン光化学オキシダントト

焔焔二酸化硫黄二酸化硫黄　焔焔浮遊粒子状物浮遊粒子状物質質
焔焔二酸化窒素二酸化窒素　焔焔ダイオキシンダイオキシン類類

◎二酸化硫黄

１日平均値の高い方から２％の範囲内にあるもの
を除外した値が、０.０４ppm以下で、かつ１日平均値
が、０.０４ppmを超えた日が２日以上連続しないこと
◎二酸化窒素

１日平均値の低い方から９８％に相当する値が、
０.０６ppm以下であること
◎光化学オキシダント

年間を通じて１時間値が０.０６ppm以下であるこ

と（午前５時から午後８時までの昼間時間帯につい
て評価する）
◎浮遊粒子状物質

1日平均値の高い方から2％の範囲内にあるもの
を除外した値が０.１０㎎／㎥以下であり、かつ１日平
均値が０.１０㎎ ／㎥ を超えた日が２日以上連続しな
いこと
◎ダイオキシン類

年間平均値が0.6pg―TEQ／㎥以下であること

人の健康を守り、生活環境を保全するために維持されること
が望ましいとされる基準です。国が定めたもので、年間に渡る
測定結果の評価は、次のとおりです。

不不適適合合……

適適 合合……

環境基準とは環境基準とは……

市
内
の
測
定
局

― 2８年度東海市大気測定結果 ―
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表―１　二酸化硫黄

２７年度
平均値

環境基準
の適否

日平均値
の２％
除外値

環境基準との対比
２８年度
平均値

項　目

測定局

日平均値が
０．０４ppmを
超えた日数

１時間値が
0.1ppmを
超えた時間数

（ppm）適〇否●（ppm）（日）（時間）（ppm）
0.00２〇0.00４000.00２名 和 小 学 校
0.00２〇0.00５000.00２市 役 所
0.00２〇0.00４000.00２富木島小学校
0.00３〇0.00８000.00３横須賀小学校
0.00２〇0.00６000.00２加木屋小学校
0.00２――――0.00２市 内 平 均 値

表―２　二酸化窒素

２７年度
平均値

環境基準
の適否

日平均値
の年間
９８％値

環境基準との対比
２８年度
平均値

項　目

測定局

日平均値が０．０４
ｐｐｍ以上０．０６
ｐｐｍ以下の日数

日平均値が
０．０６ppmを
超えた日数

（ppm）適〇否●（ppm）（日）（日）（ppm）
0.0１７〇0.0３６３00.0１５名 和 小 学 校
0.0１９〇0.0３７４00.0１７上 野 公 民 館
0.0１５〇0.0２７０00.0１３市 役 所
0.0１８〇0.0３４１00.0１９横須賀小学校
0.0１５〇0.0３１００0.0１４加木屋小学校
0.0２６〇0.0４５２１０0.0２４名 和 町 吹 付
0.0１８――――0.0１７市 内 平 均 値

表―４　浮遊粒子状物質

２７年度
平均値

環境基準
の適否

日平均値が0.10
葵／逢を超えた日
が２日以上連続し
たことの有無

日平均値
の２％
除外値

環境基準との対比
２８年度
平均値

項　目

測定局

日平均値が
０．１０葵/逢を
超えた日数

１時間値が
０．２０葵/逢を
超えた時間数

（葵/逢）適〇否●有●無〇（葵/逢）（日）（時間）（葵/逢）
0.0２１○○0.0４０000.0１９名 和 小 学 校
0.0２３○○0.0４２０00.0２１上 野 公 民 館
0.0１８○○0.0３４000.0１５市 役 所
0.0２３○○0.0３９000.0２０富木島小学校
0.0２５〇〇0.0４０００0.0２０横須賀小学校
0.0２２○○0.0３８000.0１９加木屋小学校
0.0２７〇〇0.0４２000.0２３名 和 町 吹 付
0.0２３―――――0.0２０市 内 平 均 値

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

い
て
は
、
市
内
全
測
定
局
で
適
合
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
気
中
に
浮
遊
す
る
粒
子
状
物
質
で

あ
っ
て
、
そ
の
粒
径
が
　
マ
イ
ク
ロ

１０

メ
ー
ト
ル
（
１
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
は

０
１
７
芦
で
、　
年
度
と
比
べ
て
横
ば

２７

い
で
し
た
。
環
境
基
準
に
つ
い
て
は
、

市
内
全
測
定
局
で
適
合
し
ま
し
た
。

大
気
中
の
窒
素
酸
化
物
、
炭
化
水
素

な
ど
が
、
強
い
日
射
を
受
け
光
化
学
反

応
を
起
こ
し
生
じ
る
も
の
で
、
高
濃
度

の
と
き
は
、
目
を
刺
激
し
、
呼
吸
器
、

そ
の
ほ
か
の
臓
器
に
影
響
を
及
ぼ
す
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
４
測
定
局
の
昼
間
年
平
均
値

は
、
０
・
０
２
７
芦
で
、　
年
度
と
比

２７

べ
て
横
ば
い
で
し
た
。
環
境
基
準
に
つ

物
が
燃
焼
し
て
空
気
中
の
窒
素
と
酸

素
が
結
合
す
る
こ
と
に
よ
る
ほ
か
、
窒

素
分
を
含
む
物
を
燃
焼
す
る
と
き
に
も

発
生
し
ま
す
。
高
濃
度
の
と
き
は
、
目

や
鼻
な
ど
を
刺
激
す
る
と
と
も
に
、
健

康
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
発
生
源
は
、
工
場
、
自
動
車
、
家

庭
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

市
内
６
測
定
局
の
年
平
均
値
は
、０
・

主
に
重
油
な
ど
の
硫
黄
分
を
含
む
燃

料
を
燃
焼
す
る
と
発
生
し
ま
す
。
高
濃

度
の
と
き
は
、
目
の
粘
膜
に
刺
激
を
与

え
る
と
と
も
に
、
呼
吸
機
能
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
５
測
定
局
の
年
平
均
値
は
、０
・

０
０
２
芦
で
、　
年
度
と
比
べ
て
横
ば

２７

い
で
し
た
。
環
境
基
準
に
つ
い
て
は
、

市
内
全
測
定
局
で
適
合
し
ま
し
た
。

二
酸
化
硫
黄

二
酸
化
硫
黄
　
　

〈
測
定
結
果
〉
表

　
　〈
測
定
結
果
〉
表
――
１１

二
酸
化
窒

二
酸
化
窒
素素

〈
測
定
結
果
〉
表
―

　
　〈
測
定
結
果
〉
表
―
２２

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
トト

〈
測
定
結
果
〉
表
―

　
　〈
測
定
結
果
〉
表
―
３３

浮
遊
粒
子
状
物

浮
遊
粒
子
状
物
質質

〈
測
定
結
果
〉
表
―

　
　〈
測
定
結
果
〉
表
―
４４

表―３　光化学オキシダント
　　　　（午前５時から午後８時までの昼間時間帯）

２７年度
平均値

環境基準
の適否

環境基準との対比
２８年度
平均値

測定局

１時間値が０．０６ppm を超
えた時間数

（ppm）適〇否●（時間）（ppm）
0.0２７●１７９0.0２８上 野 公 民 館
0.02７●１５４0.0２４市 役 所
0.02６●１８２0.02５横須賀小学校
0.0３１●３３５0.0３０加木屋小学校
0.02８――0.02７市 内 平 均 値

※光化学オキシダントは、県内の一般環境大気測定局すべてで環境基
準に適合しませんでした。

項　目
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表―５　降下ばいじん
２７年度平均値２８年度平均値年　度

測定点 （t/挨・月）

2.２2.７一 番 畑 保 育 園

2.５2.７名 和 児 童 館

２.６2.７名 和 町 吹 付

２.８２.９名 和 東 児 童 館

2.８３.４上 野 中 学 校

4.１4.７ソ ラ ト 太 田 川

５.２６.２文 化 セ ン タ ー

６.１6.８養 父 児 童 館

３.６４.３横 須 賀 中 学 校

２.６２.９三 ツ 池 保 育 園

２.３２.６富 木 島 中 学 校

４.１４.６加 家 公 民 館

３.５３.９市 内 平 均 値

2.１2.２（ 参 考 ）県 平 均 値

※富木島中学校、加家公民館は移動測定局のため、市内平
均値には含まない。

表―６　ダイオキシン類

２７年度平均値環境基準の適否２８年度平均値

 測定点 （ｐｇ－ＴEＱ／逢）適○否●（ｐｇ－ＴEＱ／逢）

0.0３５○0.0２４名 和 小 学 校

0.0２６○0.0１４市 役 所

0.０３０○0.０１９文 化 セ ン タ ー

0.0３０―0.0１９市 内 平 均 値

過
程
で
非
意
図
的
に
生
成
さ
れ
、
そ
の

毒
性
は
、
一
般
毒
性
、
発
が
ん
性
、
生

殖
毒
性
、
免
疫
毒
性
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

市
内
３
測
定
点
の
年
平
均
値
は
、０
・

０
１
９
ｐ
ｇ
　
Ｔ
Ｅ
Ｑ
　
逢
（
１
ｐ
ｇ

は
、
１
兆
分
の
１
ｇ
）
で
、　
年
度
と

２７

比
べ
て
減
少
で
し
た
。
環
境
基
準
に
つ

い
て
は
、
市
内
全
測
定
点
で
適
合
し
ま

し
た
。

用
で
地
上
に
降
下
し
た
も
の
で
、
発
生

源
は
石
炭
、
重
油
な
ど
の
燃
焼
に
伴
い

大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
も
の
、
風
に
よ

り
土
砂
が
舞
い
上
げ
ら
れ
た
も
の
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

市
内
　
測
定
点
の
年
平
均
値
は
、　

１０

ト
ン
／
挨
・
月
で
し
た
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
は
、
ポ
リ
塩
化

ジ
ベ
ン
ゾ
―
パ
ラ
―
ジ
オ
キ
シ
ン
、
ポ

リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
及
び
コ
プ
ラ

ナ
―
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
化
合
物
は
、
化

学
構
造
の
違
い
に
よ
り
　
種
類
以
上
の

２００

仲
間
が
あ
り
ま
す
。
物
の
燃
焼
な
ど
の

千
分
の
１
㎜
）
以
下
の
も
の
を
い
い
、

大
気
中
に
比
較
的
長
時
間
滞
留
し
、
高

濃
度
の
と
き
は
健
康
上
影
響
を
与
え
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
生
源
は
、
工

場
、
交
通
機
関
、
家
庭
な
ど
人
為
的
な

も
の
の
ほ
か
、
風
に
よ
る
土
砂
の
舞
い

上
が
り
や
火
山
活
動
、
黄
砂
な
ど
自
然

的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

市
内
７
測
定
局
の
年
平
均
値
は
、０
・

０
２
０
葵
／
逢
で
、　
年
度
と
比
べ
て

２７

横
ば
い
で
し
た
。
環
境
基
準
に
つ
い
て

は
、市
内
全
測
定
局
で
適
合
し
ま
し
た
。

大
気
中
の
粒
子
状
物
質
の
う
ち
、
比

較
的
大
き
い
も
の
が
、
重
力
や
雨
の
作

３.９

―

降
下
ば
い
じ

降
下
ば
い
じ
んん

〈
測
定
結
果
〉
表
―

　
　〈
測
定
結
果
〉
表
―
５５

ダ
イ
オ
キ
シ
ン

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類類

〈
測
定
結
果
〉
表
―

　
　〈
測
定
結
果
〉
表
―
６６

年　度

今
年
度
か
ら
市
で
は
、
年
齢
が
　
歳
９０

以
上
で
　
本
以
上
歯
を
持
っ
て
い
る
方

２０

を
表
彰
し
ま
す
（
９
０
２
０
表
彰
）。

昭
和
３
年
３
月
　
日
以
前
に
生
ま
れ

３１

た
方
で
、　
本
以
上
機
能
す
る
歯
が

２０

残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
に

な
り
、
歯
科
医
院
で
受
診
し
、
推
薦
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
受
診
し
た
歯
科
医

院
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
表
彰
者
を
決

定
し
ま
す
。

市
内
の
歯
科
医
院
で
も
、
実
施
し
て

い
な
い
医
院
も
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
受
診
期
間

７
月
　
日
（
土
）
～
８
月
　
日
（
木
）

１５

３１

●
受
診
料

無
料

な
お
、
表
彰
者
と
し
て
決
定
し
た
方

に
は
、　
月
　
日
（
月
）
に
芸
術
劇
場

１０

２３

で
行
う
表
彰
式
（
８
０
２
０
表
彰
式
と

合
同
）
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
し
あ
わ
せ
村
健
康
推
進

課
へ
。

― 2８年度東海市大気測定結果 ―

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
以以以以以以以以以以以
上上上上上上上上上上上
ででででででででででで

9999999999900000000000
本本本本本本本本本本本
以以以以以以以以以以以
上上上上上上上上上上上

2222222222200000000000歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯
ををををををををををを
有有有有有有有有有有有
すすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるる
方方方方方方方方方方方

表
彰
し
ま

表
彰
し
ま
すす
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防災について広く皆さんに考えていただき、防災意識を高めていただくため、防災をテーマとした
標語を募集します。
●募集内容　防災をテーマとした５・７・５形式の標語
●部門　小学生の部、中学生の部、高校生及び一般の部
●応募資格　小学生以上の市内在住・在勤・在学者
●賞・記念品
・東海市長賞１点（全体から）…防災グッズ及び図書券５,０００円分
・メディアス社長賞１点（全体から）…防災グッズ及び図書券５,０００円分
・優秀賞１点（各部門から）…防災グッズ及び図書券３,０００円分
・優良賞２点（各部門から）…防災グッズ及び図書券１,５００円分
●応募点数　１人１点
●申し込み　９月１０日（日・必着）までに郵送（〒４７７―００３１　大田町下浜田１６５）、ＦＡＸ（０５６２―
３３―１０３６）、メール（アドレスfm834@medias.fm）または直接持参して、知多メディアスネット
ワーク（株）へ。応募用紙（規定用紙）は申込先、市役所防災危機管理課（２階）、市内小・中学校、
市民館・公民館などで配布するほかメディアスエフエムホームページからもダウンロードして使用で
きます
詳しくは、申込先（電話０５６２─３３─１０６１）または防災危機管理課へ。

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
よ
り
、
生
活
に

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
と
き
は

包
括
的
な
支
援
・
解
決
方
法
を
一
緒
に

考
え
る「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。１
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

市
内
在
住
で
、
経
済
的
な
問
題
で
将

来
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方（
た
だ
し
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
）

や
、
家
庭
内
の
問
題
な
ど
か
ら
、
生
活

困
窮
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
が
心

配
な
方

●
内
容

・
住
居
確
保
給
付
金

離
職
な
ど
に
よ
り
、
経
済
的
に
困
窮

し
、
家
賃
の
支
払
い
が
で
き
な
い
な
ど

の
理
由
か
ら
、
家
を
手
放
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
な
る
可
能
性
の
あ
る

方
、
ま
た
は
家
賃
の
支
払
い
が
困
難
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
方
に
対
し
て
、
給
付

要
件
に
該
当
す
る
方
の
家
賃
を
一
定
の

条
件
で
給
付
し
ま
す
。

・
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

就
労
の
問
題
や
そ
の
ほ
か
の
自
立
に

関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
相
談
内
容
に

応
じ
て
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

必
要
な
情
報
の
提
供
や
助
言
を
行
い
ま

す
。事

業
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
同
意
を
得
た
う
え
で
、
支
援
を
必

要
と
さ
れ
る
方
の
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
寄
り
添
い

な
が
ら
支
援
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、市
役
所
社
会
福
祉
課（
１

階
）
へ
。

児童手当現況届とは、６月
１日現在の受給者と支給要件
児童について養育の状況を確
認し、引き続き手当を受給で
きるかどうかを審査する大切
な届けです。
この手続きを行わないと、
引き続き手当を受ける資格が
あっても、６月分からの手当
が受けられません。
既に提出期限を過ぎていま
すので、まだ提出していない
方は、速やかに提出してくだ
さい。
詳しくは、市役所市民窓口
課（１階）へ。

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困
窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮

生
活
困
窮
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

自
立
支
援
制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

ご
相
談
く
だ
さ
い

広報とうかい　２０１７年７月１５日号

東海市防災標語コンクー東海市防災標語コンクールルご応募くださご応募くださ
いい

速やか速やかにに

提出してくだ
さ

提出してくだ
さいい
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地域に愛される施設を目指して

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
式

～
７
月
１
日
オ
ー
プ
ン
～

昔と今の子育ての違いは…

６月１0日（土）、孫との関わり方を学び、若
い世代の子育てをサポートすることを目的
とした孫育て講座が開かれ、孫がいる方や孫
育てに興味のある方が参加しました。
講座では、子育て環境の変化について解説
があった後、今どきの子育てに関する○ ×
クイズ、グループでの意見交換などが行われ
ました。講師は、「昔との子育ての違いから、
孫との関わり方に悩む人もいます。育て方に
正解はありませんので、親とお互いの価値観
を尊重し合い、楽しく孫育てをしましょう」
と参加者に語りかけていました。
参加した  米森     

よねもり

 久仁香  さん（加木屋町）は、
く に か

「もうすぐ3人目の孫が産まれるので、息子
夫婦と意見をすり合わせて孫育てをしたい
です」と話していました。

　お互いの意見に耳を傾ける参加者

 孫
育
て
講
座

広報とうかい　２０１７年７月１５日号

　かわいらしい窓枠がセンターの特徴です

６月２４日（土）、児童発達支援センター（加
木屋町）の完成を祝う開所式が開かれ、完成
式典及び施設見学会が行われました。
この施設は、社会福祉法人さつき福祉会
が運営するカトレアとあすなろ学園を一体
化したもので、知的な障がいや肢体に不自
由がある子どもが通う施設です。
施設には、地域の方が気軽に寄れるサロ
ンスペースが設置されたり、夜になるとＬ
ＥＤ照明が施された☆（星）や○（丸）などの
形をした窓枠が明るく浮びあがったりとさ
まざまな工夫がされています。
児童発達支援センターが、地域の方に愛

される施設となることを願っています。
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初めてらんらんバスに乗ったよ

世界に誇るものづくり産業

６月３０日（金）、トヨタテクノクラフト株式
会社名古屋工場（新宝町）で新棟の竣工式が執
り行われました。
同社工場では主に、救急車や道路巡回車な
どの特装車両を開発・生産しており、国内外へ
輸送されています。
新設された立体駐車場は、休日に新宝緑地
運動公園の臨時駐車場としての開放を予定し
ているほか、同社と本市は「津波・高潮発生時
における一時避難ビル等としての使用に関す
る協定」を締結しました。
本市は製造業の出荷額が県内7位(２６年工
業統計調査）で、鉄鋼業を始め、多種多様な産
業があり、ものづくりが盛んなまちです。今後
も、特色あるものづくり産業のさらなる発展
が期待されます。

　本市でも使用している救急車の製造現場

　チケットを入れる場所はどこか分かるかな

ト
ヨ
タ
テ
ク
ノ
ク
ラ
フ
ト
株
式
会
社

名
古
屋
工
場
竣
工
式

広報とうかい　２０１７年７月１５日号

バ
ス
の
乗
り
方
教
室

７月３日（月）、青少年センターで大田小
2年生を対象に「バスの乗り方教室」が行わ
れ、バスの内輪差と死角体験、バスの乗り方
をらんらんバスの運転手から学びました。
バスから１、２、５、１０メートル毎に置
いたペットボトルが次々にバスにひかれて
しまう内輪差を確認する実験を見た児童た
ちは、「バスから大きく離れないと危ないん
だ」と驚いていました。
また、児童たちは実際にバスに乗車し、太
田川駅までのコースを移動。運転手からは、
「バスに乗ったらチケットを取って」「降りる
時はチャイム鳴らして」などと指導がありま
した。バスの乗り方やマナーを学んだ児童
は、「優先席は必要な人に譲るようにします」
と話してくれました。
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イ
ベ
ン
ト
情
報
や
、
ご
み
の
収
集

日
、
く
ら
し
に
必
要
な
手
続
き
な

ど
、
本
市
の
生
活
情
報
を
配
信
し
て

い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
用
公
式
ア
プ
リ
「
東
海
な

び
」
に
、
新
た
に
東
海
市
循
環
バ
ス

「
ら
ん
ら
ん
バ
ス
」
の
項
目
が
加
わ

り
ま
し
た
。

北
・
中
・
南
ル
ー
ト
そ
れ
ぞ
れ
の

時
刻
表
や
バ
ス
マ
ッ
プ
（
運
行
ル
ー

ト
図
）
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
随
時
、
項
目
を
追
加
す

る
予
定
で
す
の
で
ぜ
ひ
、
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
情
報
課
（
３

階
）
へ
。

夏は、花火の誤った遊び方による火災、負
傷事故が多く発生します。花火を夏の楽しい
思い出にするためにも、①遊び方をよく読み、
注意事項を必ず守る、②花火を人や建物に向け
たり、燃えやすい物がある場所で遊んだりし
ない、③花火の筒先に顔や手を出さない、④
風の強いときは花火をやめる、⑤水の入った
バケツなどを用意し、マッチや燃えかすは残
り火を完全に消す、⑥近所の人の迷惑になら
ないよう気を付けるなどのことに注意して、
楽しみましょう。
詳しくは、消防本部予防課へ。

第６２回愛知県消防操法大会に向け、第４分
団は、日夜訓練に励んでいます。
出場する選手は、指揮者・江島慎一さん、

１番員・森茂健太さん、２番員・古川秀男さ
ん、３番員・武田充寿さん、４番員・内田和
弥さん、補助員・中野直希さんです。
市民の皆さんの応援をお願いします。
●とき
８月５日（土）午前８時３０分～（本市の出
場は、午後零時１０分頃・小雨決行）
●ところ
２号地多目的グラウンド（碧南市）
詳しくは、消防本部庶務課へ。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

お
済
み
で
す
か
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、

す
べ
て
の
住
宅
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
設
置
し
て
い
た
こ
と
に

よ
り
、
大
事
に
至
ら
ず
に
済
ん
だ
事

例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
正
常

に
作
動
す
る
よ
う
に
、
火
災
警
報
器

は
定
期
的
に
手
入
れ
や
作
動
点
検

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
点
検
方
法

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
あ
る
ボ
タ

ン
を
押
す
、
ま
た
は
引
き
ひ
も
を
引

い
て
警
報
音
を
確
認
す
る

●
交
換
時
期

　
年
程
度

１０音
で
交
換
時
期
を
知
ら
せ
る
も

の
や
、
有
効
期
限
が
本
体
に
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
の
で
、

取
扱
説
明
書
な
ど
で
確
認
す
る

●
設
置
場
所

寝
室
、
子
ど
も
部
屋
、
階
段
な
ど

●
販
売
場
所

家
電
量
販
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
防
災
機
器
取
扱
店
な
ど

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
予
防
課
へ
。

ルールを守っルールを守ってて
楽しい花火を楽しい花火を！！

消防団第４分団　　消防団第４分団がが

県県消消防防操操法法大大会会にに

出場します出場します！！

へ
い
し
ゅ
う
く
ん

が
目
印
！

ホームアイコン

▲Android用▲iOS用

設
置
と
維
持
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報

住
宅
用
火
災
警
報
器器

まま
すす
まま
すす
便便
利利
にに
！！

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
プププププププププププププププププププププ

生
活
情
報
ア
プ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ

広報とうかい　２０１７年７月１５日号

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海
ななななななななななななななななななななな
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび

東
海
な
び
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」



29 広報とうかい　２０１７年７月１５日号

夏
休
み
中
に
使
え
る
ゴ
ー

カ
ー
ト
無
料
乗
車
券
（
１
枚
で

１
台
・
１
回
2
周
分
）で
す
。切

り
離
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
有
効
期
間
　
７
月
　
日
２１

（
金
）
～
８
月
　
日
（
木
）　
　

３１

●
利
用
可
能
時
間
　
午
前
　１０

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

（
雨
天
中
止
）

詳
し
く
は
、
平
地
公
園
事
務

所
（
電
話
０
５
２
―
６
０
３
―

１
５
１
０
）
へ
。

威

慰

惟

易

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

平
地
公
園
ゴ
ー
カ
ー
ト

無
料
乗
車
券

プ
レ
ゼ
ン
ト

可
） 
●
先
行
販
売
　
７
月
　
日
２２

（
土
）
～
 　
●
一
般
販
売
　
７
月

　
日
（
土
）
～

２９
な
お
、
先
行
販
売
は
ユ
ウ
ナ
ル

フ
レ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
ズ
プ
ラ
チ
ナ

会
員
が
対
象
で
す
。
午
前
９
時
か

ら
芸
術
劇
場
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
販
売
し
ま
す
。
先
行
販
売
で

売
り
切
れ
た
場
合
は
、
一
般
販
売

は
行
い
ま
せ
ん
。

車
椅
子
の
席
を
ご
希
望
の
方

は
、チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
に
芸
術
劇

場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
芸
術
劇
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
文

化
芸
術
課
へ
。

ス
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
紡
ぎ
ま
す
。

●
と
き
　
　
月
　
日
（
日
）
午
後

１０

２２

２
時
～（
開
場
は
１
時
　
分
）　
　

１５

●
と
こ
ろ
　
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

●
脚
本
／
演
出
　
コ
ト
バ
タ
ク
ミ

●
監
修
・
振
付
　
K
A
O
R
I
a

l
i
v
e
　
●
振
付
　
M
e
m
o

r
a
b
l
e
　
 M
o
m
e
n
t

●
出
演
　
M
e
m
o
r
a
b
l

e
 　
M
o
m
e
n
t
、
大
柴
拓

磨
、
ク
マ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
、
東
海
市
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
、
関
西
ダ
ン
サ
ー
ズ
な

ど
　
●
入
場
料（
全
席
指
定
）　
◎

一
般
Ｓ
席
…
４
千
円
　
◎
一
般
Ａ

席
…
３
千
　
円
　
◎
小
中
高
生
…

５００

千
円
（
未
就
学
児
の
入
場
は
不

千
　
円
（
材
料
焼
成
費
を
含
む
）

５００
●
持
ち
物
　
は
さ
み
、筆
記
用
具
、

お
刺
身
な
ど
が
入
っ
て
い
る
浅
い

ト
レ
ー
、
汚
れ
て
も
い
い
タ
オ
ル

２
枚
　
●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
１９

（
水
）
か
ら
８
月
２
日
（
水
）
ま
で

に
芸
術
劇
場
文
化
芸
術
課（
３
階
）

へ
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

■
T
O
K
A
I
 D
A
N
C
E

   P
R
O
J
E
C
T

　「
ロ
ミ
オ
が
 描
 い
た

か

　
  ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

日
本
を
代
表
す
る
表
現
系
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
・
M
e
m
o
r

a
b
l
e
　
 M
o
m
e
n
t
に

よ
る
新
作
公
演
で
す
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
「
ロ

ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
を
ベ
ー

ス
に
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ダ
ン

芸
術
劇
場

主
催
イ
ベ
ン
ト

■
陶
芸

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
大
き
な
お
皿
に

　
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う

芸
術
劇
場
の
　
年
度
専
属
芸
術

２９

家（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ
ン・レ
ジ
デ

ン
ス
）・加
藤
真
美
さ
ん
に
よ
る
陶
芸

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
８
月
６
日
（
日
）
午
後

１
時
　
分
～
３
時
　
分
　
●
と
こ

３０

３０

ろ
　
芸
術
劇
場
美
術
室（
４
階
）　

●
対
象
者
　
小
学
生
で
後
日
焼
き

上
が
っ
た
作
品
を
芸
術
劇
場
ま
で

取
り
に
来
ら
れ
る
方
　
●
内
容
　

 上
絵
 転
写
シ
ー
ル
を
使
っ
て
お
皿

う
わ
え

に
装
飾
し
、
焼
き
付
け
を
す
る
　

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）　
●
講

１４

師
　
加
藤
真
美
さ
ん
　
●
参
加
料

Vol.
２

（ｃ）DANCE DANCE ASIA

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印

平地公園ゴーカー平地公園ゴーカートト

無料乗車無料乗車券券

（１枚で１台限り（１枚で１台限り））

　　　　発行：東海発行：東海市市

 （キリトリ）
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加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
９
月
３
日（
日
）午
前
　１０

時
～
　
時
　
分（
開
場
は
９
時
　

１１

３０

３０

分
）　
●
と
こ
ろ
　
勤
労
セ
ン

タ
ー
　
●
対
象
者
　
市
及
び
市
近

隣
在
住
の
親
子
　
●
定
員
　
　
人
３００

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

●
参
加
料
　
無
料（
要
整
理
券
）　

●
申
し
込
み
　
８
月
　
日（
日
・
必

１３

着
）ま
で
に
往
復
は
が
き（
１
枚
で

１
家
族
１
通
限
り
）の
往
信
部
裏

面
に
①
住
所
、②
代
表
者
氏
名
、③

電
話
番
号
、④
鑑
賞
希
望
人
数（
保

護
者
○
人
、子
ど
も
○
人
と
分
け

て
）、返
信
部
表
面
に
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
を
記
入
し
て
、勤
労
セ

ン
タ
ー（
〒
４
７
７
―
０
０
３
７

高
横
須
賀
町
桝
形
１
―
７
）へ

な
お
、
当
落
結
果
は
後
日
郵
送

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

●
と
き
　
８
月
　
日（
土
）◎
午
前

１９

の
部
…
午
前
　
時
　
分
～
正
午
　

１０

３０

◎
午
後
の
部
…
午
後
１
時
　
分
～

３０

３
時
　
●
と
こ
ろ
　
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
　
●
対
象
者
　
市
内
在
住

の
小
学
生
　
●
定
員
　
各
　
人
５０

（
先
着
順
）　
●
講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
学
童
保
育
ざ
り
が
に
ク
ラ
ブ・鳴

海
　
汎
さ
ん
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ポ
ー
ト・山
口
清
裕
さ
ん
な
ど
　

●
参
加
料
　
無
料（
一
部
の
工
作

で
　
円
の
実
費
負
担
有
り
）　
　

１００
●
持
ち
物
　
は
さ
み
　
●
申
し
込

み
　
７
月
　
日（
火
）か
ら
、参
加
者

１８

名
、学
校
名
、学
年
、電
話
番
号
を
記

入
し
て
、郵
送（
〒
４
７
７
―
０
０

３
１
　
大
田
町
天
神
下
ノ
上
１
―

　
）、Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
２
―
　
―
０

１１

７７

０
４
６
）ま
た
は
メ
ー
ル（
ア
ド
レ

スm
achi-net-m

innanohiro
ba@

m
a.m
edias.ne.jp

）で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち・ネ
ッ
ト・み
ん
な

の
広
場
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

親
子
映
画
会

Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ（
シ
ン
グ
）

親
子
で
楽
し
め
る
映
画
鑑
賞
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
あ
わ
せ
村

夏
休
み
特
別
企
画

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

●
と
き
　
８
月
　
日
・
　
日
の
月

１４

２８

曜
日
。
時
間
は
午
前
　
時
～
午
後

１０

３
時
　
●
と
こ
ろ
　
し
あ
わ
せ
村

健
康
ふ
れ
あ
い
交
流
館
　
●
対
象

者
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
　

●
参
加
料
　
未
就
学
児
…
無
料
、

小
学
生
…
　
円
、
同
伴
の
保
護
者

２５０

…
　
円
　
●
申
し
込
み
　
不
要

５００詳
し
く
は
、
し
あ
わ
せ
村
指
定

管
理
者
（
電
話
０
５
２
―
６
８
９

―
１
２
８
８
）
へ
。

ま
ち
づ
く
り

協
働
推
進
事
業

エ
コ
っ
て
工
作
２
０
１
７

身
近
に
あ
る
紙
パ
ッ
ク
、
割
り

ば
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を

使
っ
て
、
楽
し
く
工
作
す
る
毎
年

人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

東
海
市
エ
コ
ス
ク
ー
ル

東
海
市
自
然
探
検
隊
②

加
木
屋
緑
地
の

生
き
物
を
調
べ
よ
う

●
と
き
　
８
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
　
分
～
正
午（
雨
天
中
止
）　

３０

●
集
合
場
所
　
加
木
屋
市
民
館
駐

車
場
　
●
対
象
者
　
市
内
在
住
・

在
園
・
在
学
の
４
歳
児
～
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
　
●
内
容
　
生
き

物
を
捕
ま
え
観
察
し
て
、
加
木
屋

緑
地
の
役
割
や
歴
史
な
ど
を
学
ぶ

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）　
●
参

４０

加
料
　
無
料
　
●
持
ち
物
　
タ

モ
、
虫
か
ご
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、

着
替
え
、
筆
記
用
具
　
●
申
し
込

み
　
７
月
　
日
（
火
）
か
ら
　
日

１８

２８

（
金
）ま
で
の
午
前
８
時
　
分
か
ら

３０

午
後
５
時
　
分
ま
で
に
市
役
所
生

１５

活
環
境
課
（
５
階
）
へ

詳
し
く
は
、申
込
先
へ
。　
　
　

■
芸
術
劇
場
館
内
ツ
ア
ー

芸
術
劇
場
を
広
く
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、小・中
学
生
を
対
象
と

し
た
館
内
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

当
劇
場
に
来
た
こ
と
が
な
い

方
、興
味
が
あ
る
方
、利
用
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
、夏
休
み
の
自

由
研
究
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
芸
術
劇
場
に
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
８
月
９
日
（
水
）
◎
午

前
の
部
…
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

◎
午
後
の
部
…
午
後
２
時
～
３
時

　
分
　
●
と
こ
ろ
　
芸
術
劇
場
　

３０●
対
象
者
　
小
・
中
学
生
（
保
護

者
同
伴
可
）　
●
定
員
　
各
　
人
２５

（
先
着
順
）　
●
参
加
料
　
無
料
　

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
（
土
）

１５

午
前
９
時
か
ら
、
芸
術
劇
場
管
理

課
（
３
階
）
へ
。
電
話
で
も
受
け

付
け
ま
す

詳
し
く
は
、
管
理
課
へ
。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印

（キリトリ）

  午前１０時～正午前１０時～正午午

午後１時～４  午後１時～４時時

（雨天中止 （雨天中止））

有効期有効期間間
  2９年7月21日（金）2９年7月21日（金）　　　 

～8       ～8月月3131日（木）日（木）
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家
庭
園
芸
講
座
　
　
　

菊
コ
ー
ス

●
と
き
　
８
月
６
日
（
日
）
午
後

１
時
　
分
～
３
時
　
分
　
●
と
こ

３０

３０

ろ
　
農
業
セ
ン
タ
ー
　
●
対
象
者

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
　
　

●
内
容
　
大
輪
菊
の
福
助
作
り
と

管
理
　
●
定
員
　
　
人
　
●
講
師

３０

阿
久
比
町
菊
作
り
指
導
員
・
吉
岡

博
さ
ん
　
●
参
加
料
　
　
円
　
　

２７０

●
申
し
込
み
　
８
月
５
日
（
土
）

ま
で
に
農
業
セ
ン
タ
ー
へ
。
電
話

で
も
受
け
付
け
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

場
合
は
セ
ン
タ
ー
ピ
ア
１
階
）　

●
参
加
料
　
無
料
　

な
お
、
浴
衣
で
お
越
し
い
た
だ

く
と
、
対
象
店
舗
で
特
典
が
あ
り

ま
す
（
無
料
の
浴
衣
着
付
け
サ
ー

ビ
ス
有
り
）。

詳
し
く
は
、
セ
ン
ト
レ
ア
テ
レ

フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
（
電
話
０
５
６

９
―
　
―
１
１
９
５
）
へ
。

３８
食
材
の
寺
小
屋

●
と
き
　
８
月
７
日（
月
）正
午
～
午

後
２
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　
し
あ

１５

わ
せ
村
レ
ス
ト
ラ
ン「
じ
ゅ
ら
く
」　

●
内
容
　
講
話「
四
季
折
々
の
行
事

慣
習
を
踏
ま
え
て
日
本
の
文
化
を

伝
え
る
食
の
あ
り
方
」、講
話
に
合
わ

せ
た
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー（
ア
サ
リ
ご

は
ん
、フ
キ
と
カ
ボ
チ
ャ
の
あ
ん
か

け
、回
鍋
肉
な
ど
）　
●
定
員
　
　
人
５０

（
先
着
順
）　
●
講
師
　
料
理
研
究

家・中
山
桜
甫
さ
ん
　
●
参
加
料
　

千
　
円（
昼
食
付
き
）　
●
申
し
込
み

５００
電
話（
０
５
２
―
６
０
３
―
３
５
２

３
）ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
２
―
６
０

３
―
９
７
６
７
）、郵
送（
〒
４
７
６

―
０
０
０
３
　
荒
尾
町
上
平
井
　
）
18

で「
食
材
の
寺
小
屋
」事
務
局
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

で
巻
い
て
作
る
バ
ラ
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
（
ロ
ザ
フ
ィ
）
作
り
を
楽
し

み
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
で
交
流

し
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
９
月
２
日（
土
）午
後
１
時

～
４
時（
受
付
は
零
時
　
分
～
）　
　

４５

●
と
こ
ろ
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
　
市
及
び
市
近
隣
に
在

住・在
勤
の
　
～
　
歳
の
独
身
男
性・

３６

４９

　
～
　
歳
の
独
身
女
性
　
●
内
容

３０

４９

男
性
…
ハ
ッ
ト
ピ
ン
作
り
・
女
性
…

ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り
、交
流
会
　
●
定

員
　
男
女
各
　
人（
応
募
者
多
数
の

１２

場
合
は
抽
選
）　
●
講
師
　
渡
部
順

子
さ
ん
　
●
参
加
料
　
２
千
円（
材

料
費
な
ど
）　
●
持
ち
物
　
身
分
証

明
書（
運
転
免
許
証
な
ど
）　
●
申
し

込
み
　
７
月
　
日（
土
）か
ら
　
日

１５

３０

（
日
）ま
で
に
結
婚
応
援
セ
ン
タ
ー

へ
。電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。 
      

                                           

セ
ン
ト
レ
ア
盆
踊
り

飛
行
機
を
見
な
が
ら
、
盆
踊
り

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
７
月
　
日
（
土
）・
　
日

２２

２３

（
日
）午
後
６
時
　
分
～
８
時
　
　

３０

●
と
こ
ろ
　
中
部
国
際
空
港
セ
ン

ト
レ
ア
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
（
荒
天
の

⑥
学
年
、⑦
連
絡
が
と
れ
る
電
話

番
号（
③
～
⑤
は
親
子
と
も
・
⑥
は

子
ど
も
の
み
）を
記
入
し
て
、東
海

市
観
光
協
会（
観
光
物
産
プ
ラ
ザ

内
・
〒
４
７
７
―
０
０
３
１
　
大

田
町
後
田
　
―
１
）へ

８２

な
お
、
抽
選
結
果
は
後
日
郵
送

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
先
（
電
話
０

５
６
２
―
　
―
５
１
４
９
）
へ
。

３２

ア
ク
セ
サ
リ
ー

（
ロ
ザ
フ
ィ
）作
り
で

楽
し
く
恋
探
し

特
製
の
細
い
色
紙
を
専
用
の
棒

親
子
産
業
観
光
見
学
会

●
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
　
左
の
表

の
と
お
り
　
●
対
象
者
　
市
内
在

住
・
在
学
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者（
家
族
に
限
る
）　
●
定
員
　

各
コ
ー
ス
　
人（
保
護
者
１
人
に

４０

つ
き
小
学
生
以
上
の
お
子
さ
ん
３

人
ま
で
・
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　
●
参
加
料
　
無
料
　
　

●
持
ち
物
　
昼
食
　
●
申
し
込
み

７
月
　
日（
月
・
必
着
）ま
で
に
ハ

３１

ガ
キ
に
①
希
望
コ
ー
ス
名
、②
郵

便
番
号
・
住
所
、③
参
加
者
の
氏

名
・
ふ
り
が
な
、④
性
別
、⑤
年
齢
、

親子産業観光見学会
とき・ところ・内容

Ａコース：８月２２日（火）

Ｂコース：８月２３日（水）

市役所第２駐車場・出発

㈱坂角総本舖

トヨタホーム春日井工場（昼食）

市役所第２駐車場・解散

午後２時４５分

午前９時３０分

午前９時１５分

午後３時３０分

市役所第２駐車場・出発

コカ・コーライーストジャパン

東海市清掃センター（昼食）

知多メディアスネットワーク㈱

市役所第２駐車場・解散

香
溝

高
高
高
高
高
高

香
溝

高
高
高
高
高
高
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時
間
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
夏
休

み
は
、
一
度
は
読
ん
で
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
本
を
読
む
絶
好
の

機
会
で
す
。
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ

ク
の
大
冒
険
、
涙
が
止
ま
ら
な
い

感
動
の
物
語
な
ど
に
夢
中
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

図
書
館
で
は
、
宿
題
の
ヒ
ン
ト

と
な
る
理
科
の
本
や
社
会
の
本
、

工
作
の
本
な
ど
を
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
夏
休
み
期
間
〔
７
月
　２１

日
（
金
）
～
８
月
　
日
（
木
）〕

３１

の
休
館
は
あ
り
ま
せ
ん
〔
８
月
　１２

日
（
土
）
の
花
火
大
会
開
催
当
日

（
順
延
の
場
合
は
　
日
（
日
）
も
）

１３

を
除
く
〕。

■
お
話
友
の
会

●
と
き
　
７
月
　
日（
日
）、　
日

１６

２２

（
土
）、　
日（
日
）、　
日（
日
）。 時
間

２３

３０

は
午
後
２
時
　
分
～
３
時
　
●
対

３０

象
者
　
幼
児・小
学
校
低
学
年

■
名
作
映
画
会

●
と
き
　
７
月
　
日（
土
）、　
日

１５

２９

（
土
）。時
間
は
午
後
２
時
　
分
～

３０

３
時
　
●
対
象
者
　
幼
児
・
小
学

生
　
●
題
名
　
　
日
…「
す
い
か

１５

の
た
ね
」　
　
日
…「
ま
ほ
う
つ

２９

か
い
の
ノ
ナ
ば
あ
さ
ん
」

■
ひ
よ
こ
の
会

●
と
き
　
７
月
　
日（
金
）午
前

２１

　
時
～
　
時
　
分
　
●
対
象
者

１１

１１

２０

乳
幼
児
　
●
内
容
　
読
み
聞
か

せ
、
わ
ら
べ
う
た
、
手
遊
び
な
ど

悦

榎

越

厭

謁謁謁謁謁謁謁謁謁謁

謁謁謁謁謁謁謁謁謁謁

閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲

閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲
閲

中
央
図
書
館
だ
よ
り

社
内
で
の
具
体
的
・
効
果
的
な
進

め
方
、
新
型
う
つ
・
大
人
の
発
達

障
が
い
な
ど
へ
の
対
応
方
法
を
学

び
ま
す
。

●
と
き
　
８
月
　
日
（
火
）
午
後

２２

１
時
　
分
～
３
時
　
分
　
●
と
こ

３０

３０

ろ
　
商
工
セ
ン
タ
ー
　
●
定
員
　

　
人
（
先
着
順
）　
●
講
師
　
フ

３０ロ
ー
リ
ッ
シ
ュ
社
労
士
事
務
所
所

長
・
新
美
智
美
さ
ん
　
●
参
加
料

無
料
　
●
申
し
込
み
　
８
月
　
日
１０

（
木
）
ま
で
に
商
工
セ
ン
タ
ー
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

の
参
加
や
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、７
月
　
日（
土
）に
上
野

２９

公
民
館
で
、講
座
内
容
な
ど
の
説

明
会
を
個
別
で
開
催
し
ま
す（
要

予
約
・
説
明
会
の
み
参
加
も
可
）。

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

社
労
士
に
よ
る

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
セ
ミ
ナ
ー

企
業
力
を
高
め
る
た
め
の
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
、

号
を
記
入
し
て
、メ
ー
ル（
ア
ド
レ

スieikukai@
hi3.enjoy.ne

.jp

）ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ア

ド
レ
スhttp://ieiku.w

eb.fc
2
.c
o
m
/

）で「
い
え
い
く
。会
」

へ
。月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前

　
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
は
電
話

１０（
０
８
０
―
５
８
２
５
―
７
１
４

６
）で
も
受
け
付
け
ま
す

な
お
、第
１
・
２
部
の
ク
ラ
ス
分

け
は
、参
加
児
童
の
学
年
や
性
別

を
考
慮
し
て
事
前
に
決
定
し
ま

す
。安
全
上
の
理
由
に
よ
り
、兄
弟

　
月
　
日
、　
月
　
日
の
土
曜
日

１１

２５

１２

１６

で
全
４
回
。時
間
は
◎
第
１
部
…

午
前
　
時
～
　
時
　
分
　
◎
第
２

１０

１０

４５

部
…
午
前
　
時
～
　
時
　
分
　
　

１１

１１

４５

●
と
こ
ろ
　
上
野
公
民
館
　
●
対

象
者
　
市
内
在
住
の
発
達
障
が
い

ま
た
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
小
学
１

～
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
で
、全
４
回
参
加
可
能

な
方
　
●
内
容
　
普
段
触
れ
る
機

会
が
な
い
楽
器
を
と
お
し
て
、不

思
議
な
音
・
リ
ズ
ム
を
親
子
で
楽

し
み
、子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
を

見
つ
め
直
す
　
●
定
員
　
親
子
各

５
組（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
・
当
選
者
の
み
８
月
上
旬
頃
に

案
内
を
郵
送
）　
●
講
師
　
音
楽

療
法
士
・
 鈴
木
史
夏
さ
ん
、杉
浦

悠
子
さ
ん
　
●
参
加
料
　
無
料

（
傷
害
保
険
料
と
し
て
１
人
　
円
１２０

別
途
必
要
）　
●
申
し
込
み
　
７

月
　
日（
月
）ま
で
に
①
お
子
さ
ん

３１
の
氏
名
、②
学
年
、③
性
別
、④
保

護
者
の
氏
名
、⑤
住
所
、⑥
電
話
番

パ
ン
教
室

●
と
き
　
◎
男
の
パ
ン
教
室
…
８

月
　
日
（
木
）
午
前
９
時
　
分
～

１０

３０

正
午
　
◎
初
め
て
の
パ
ン
教
室
…

８
月
　
日
（
金
）
午
前
９
時
　
分

１１

３０

～
正
午
　
●
と
こ
ろ
　
し
あ
わ
せ

村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
●
内
容

コ
ロ
ッ
ケ
バ
ー
ガ
ー
と
わ
ら
び
餅

を
作
る
　
●
定
員
　
各
　
人
（
先

１５

着
順
）　
●
参
加
料
　
各
千
　
円
６２０

（
材
料
費
込
み
）　
●
持
ち
物
　
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、

持
ち
帰
り
用
容
器
、保
冷
バ
ッ
グ
、

保
冷
剤
　
●
申
し
込
み
　
７
月
　１９

日
（
水
）
か
ら
８
月
８
日
（
火
）

ま
で
に
し
あ
わ
せ
村
指
定
管
理
者

（
電
話
０
５
２
―
６
８
９
―
１
２

８
８
）
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

ま
ち
づ
く
り

協
働
推
進
事
業

発
達
の
気
に
な
る

子
ど
も
と
そ
の
親
の
た
め
の

親
子
音
楽
遊
び
講
座

●
と
き
　
９
月
　
日
、　
月
　
日
、

３０

１０

２８

もうすぐ夏休もうすぐ夏休みみ
図書館に行こ図書館に行こうう
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い
を
持
つ
市
内
在
住
の
小
学
生
（
お

む
つ
着
用
の
お
子
さ
ん
は
要
相
談
）

●
定
員
　
各
　
人
（
先
着
順
・
前
期

１０

後
期
両
方
の
参
加
は
不
可
）　
●
参

加
料
　
各
３
千
　
円
（
プ
ー
ル
使
用

６００

料
含
む
・
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料
は
自
己

負
担
）　
●
申
し
込
み
　
８
月
７
日

（
月
）
か
ら
　
日
（
金
）
ま
で
に
印
鑑

１８

と
参
加
料
を
持
参
し
て
、
市
役
所
女

性
・
子
ど
も
課
（
６
階
）
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

ナ
イ
タ
ー

ペ
タ
ン
ク
大
会

夏
の
夜
空
を
見
な
が
ら
ペ
タ
ン

ク
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
８
月
　
日
（
土
）〔
予
備

２６

日
　
日
（
日
）〕
午
後
６
時
～
（
受

２７
付
）　
●
と
こ
ろ
　
横
須
賀
中
学

校
　
●
対
象
者
　
小
学
生
以
上
の

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
（
３
～
４
人
）

●
部
門
　
◎
一
般
の
部
　
◎
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
部
（
必
ず
小
学
生
と
大

人
を
１
人
以
上
含
む
こ
と
）　
　

●
参
加
料
　
無
料
　
●
申
し
込
み

８
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
６
階
）
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

口（
１
階
）へ
。規
定
用
紙
は
申
込

先
で
配
布
し
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

め
だ
か
教
室

●
と
き
　
◎
前
期
…
９
月
　
日
か

２３

ら
　
月
　
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

１０

２１

で
全
５
回
（
予
備
日
は
　
月
　
日
）

１０

２８

◎
後
期
…
　
月
４
日
か
ら
　
月
２

１１

１２

日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
で
全
５
回

（
予
備
日
は
　
月
９
日
）。
時
間
は
い

１２

ず
れ
も
午
後
３
時
～
４
時
　
●
と

こ
ろ
　
市
営
温
水
プ
ー
ル
　
●
対

象
者
　
自
閉
症
な
ど
の
発
達
障
が

校（
名
古
屋
市
中
村
区
）

■
経
理
事
務
講
習

●
と
き
　
　
月
　
日
か
ら
　
年
２

１０

２１

３０

月
　
日
ま
で
の
土
曜
日
。
時
間
は

１０
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

　
分
　
●
と
こ
ろ
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン

４０ア
カ
デ
ミ
ー
名
古
屋
駅
前
校
（
名

古
屋
市
中
村
区
）

■
登
録
販
売
者
講
習

●
と
き
　
　
月
８
日
か
ら
　
年
３

１０

３０

月
４
日
ま
で
の
日
曜
日
。
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

　
分
　
●
と
こ
ろ
　
国
際
医
療
管

４０理
専
門
学
校
名
古
屋
校
（
名
古
屋

市
中
村
区
）

◎
共
通

●
応
募
資
格
　
全
日
程
参
加
で
き

る
市
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、

父
子
家
庭
の
父
及
び
寡
婦
　
●
定

員
　
各
　
人（
応
募
者
多
数
の
場

２０

合
は
抽
選
）　
●
参
加
料
　
無
料

（
交
通
費
、教
材
費
は
自
己
負
担
）

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
（
金
）

２８

か
ら
８
月
　
日
（
金
）
ま
で
に
就

１８

業
支
援
講
習
受
講
申
込
書（
規
定

用
紙
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

市
役
所
福
祉
・
介
護
保
険
関
係
窓

母
子
家
庭
等

就
業
支
援
講
習
会

■
パ
ソ
コ
ン
講
習
中
級

●
と
き
　
　
月
　
日
か
ら
　
年
２

１０

２２

３０

月
４
日
ま
で
の
日
曜
日
。
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
午
後
３
時

10

　
分
　
●
と
こ
ろ
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン

４０ア
カ
デ
ミ
ー
名
古
屋
駅
前
校
（
名

古
屋
市
中
村
区
・
予
定
）

■
介
護
職
員
初
任
者
研
修

●
と
き
　
①
　
月
４
日
か
ら
　
年

１０

３０

１
月
　
日
ま
で
の
水
曜
日
。
時
間

３１

は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
　
分
～
午

３０

後
４
時
　
分
　
②
　
月
１
日
か
ら

２０

１０

　
年
１
月
　
日
ま
で
の
日
曜
日
。

３０

２１

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
　
分
３０

～
午
後
４
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　

３０

①
未
来
ケ
ア
カ
レ
ッ
ジ
名
古
屋
駅

前
校（
名
古
屋
市
中
村
区
）　
②
ヘ

ル
パ
ー
ス
ク
ー
ル
 ユ
ノ
モ
知
立

校
（
知
立
市
）

■
調
剤
薬
局
事
務
講
習

●
と
き
　
　
月
４
日
か
ら
　
月
　

１０

１１

１５

日
ま
で
の
水
曜
日
。時
間
は
午
前
　１０

時
～
午
後
３
時
　
分
　
●
と
こ
ろ

４０

国
際
医
療
管
理
専
門
学
校
名
古
屋

公
立
西
知
多
総
合
病
院

看
護
師
カ
ム
バ
ッ
ク
研
修

●
と
き
　
８
月
　
日
、　
月
　
日
、

１９

１１

２５

　
年
１
月
　
日
の
土
曜
日
。
時
間

３０

２０

は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４

時
　
●
と
こ
ろ
　
公
立
西
知
多
総

合
病
院
　
●
対
象
者
　
現
在
、
結

婚
・
出
産
・
育
児
な
ど
の
理
由
で

医
療
現
場
を
離
れ
て
い
る
、
未
就

業
の
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護

師
の
方
で
、
医
療
現
場
に
復
帰
し

た
い
と
考
え
て
い
る
方
　
●
内
容

講
義
、
実
習
　
●
定
員
　
各
６
人

（
最
小
催
行
人
数
２
人
）　
●
参
加

料
　
無
料
　
●
申
し
込
み
　
開
催

日
の
２
週
間
前
の
金
曜
日
〔
８
月

　
日
を
希
望
の
方
は
、７
日（
月
）〕

１９ま
で
に
公
立
西
知
多
総
合
病
院
へ

詳
し
く
は
、
公
立
西
知
多
総
合

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
申
込
先
へ
。
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◎スポーツクラブ東海水泳部員による水泳教室
スポーツクラブ東海水泳部員から泳ぎを習い、楽しい時間を過ごしませんか。泳げない方も大歓迎です。
●とき・実施プール　下の表のとおり　●対象者　中学生以下または６０歳以上の方（幼児は保護者同伴）　
●参加料　無料　●申し込み　当日受付へ

◎開放予定日（７月２１日～８月１５日）
加木屋南小三ツ池小加木屋小横須賀小富木島小平洲小渡内小名和小緑陽小プール名

月・木火・金水・土月・木火・金水・土火・金水・土月・木休場日

△○△○○△○△○7月２１日（金）

○○×○○×○×○　　２２日（土）

○○○○○○○○○　　２３日（日）

××△×△△△△×　　２４日（月）

△×△△×△×△△　　２５日（火）

△××△△×△×△　　２６日（水）

×○○×△○○○×　　２７日（木）

○×○○×○×○○　　２８日（金）

○○×○○×○×○　　２９日（土）

○○○○○○○○○　　３０日（日）

×○○×○○○○×　　３１日（月）

○×○○×○×○○ 8月1日（火）

○○×○○×○×○　 　２日（水）

×○○×○○○○× 　　３日（木）

○×○○×○×○○　 　４日（金）

○○×○○×○×○       ５日（土）

○○○○○○○○○        ６日（日）

×○○×○○○○×        ７日（月）

○×○○×○×○○      ８日（火）

○○×○○×○×○　   ９日（水）

×○○×○○○○×   　1０日（木）

○×○○×○×○○      1１日（金）

○○×○○×○×○      1２日（土）

○○○○○○○○○      1３日（日）

×○○×○○○○×      1４日（月）

□□□□□□□□□      1５日（火）

◎普通電話を設置
　プールの開放期間中に限
り、普通電話を設置します。
　番号は今季だけで毎年変更
しますので、お間違えのない
ようにお願いします。

電話番号プール名
０５２－６０２－１２０６緑陽小

０５２－６０２－１２３６名和小

０５２－６０２－１２３７渡内小

０５２－６０２－１２３８平洲小

０５２－６０２－１２４０富木島小

０５６２－３６－０７０１横須賀小
０５６２－３６－０７０８加木屋小

０５６２－３５－５４１２三ツ池小

０５６２－３５－５４１３加木屋南小

実施プールと　　き
渡内小

午前１０時３０分～１１時４５分

７月２９日（土）
加木屋小　　３０日（日）
横須賀小８月５日（土）
名和小　　６日（日）

○…午前１０時～正午
　　午後１時～４時
△…午後１時～４時
□…午前１０時～正午
　　午後１時～３時
×…休場日

●開放時間

今年もプールを無料で開放します。家族、お友だち、みんなで元気にプールで遊びましょう。
詳しくは、教育委員会スポーツ課（６階）へ。

プールで遊ぼう！泳ごプールで遊ぼう！泳ごうう！！

※開場日時に変更がある場合
はプールに掲示します。
※プールには駐車場がありませ
んので、車での来場はご遠慮く
ださい。

●入場対象者
　中学生以下または６０歳以上
の方（幼児などの付き添いの保
護者などの入場は可）

広報とうかい　２０１７年７月１５日号35

振興部門
申し込み
（先着順）参加料内　容

対象者と　き
教　室　名

定　員ところ

７月１９日（水）～
８月５日（土）　３,２００円

基本的なレシー
ブ・トス・スパイ
クなど一連のプ
レーの練習から
試合まで幅広く
学ぶ

市内在住の小学
４～６年生

８月１９日から１２月１６日ま
での土曜日で全８回
午前１０時～正午

ジュニア
バレーボール
スクール
～初歩からの
　バレーボール～ ３０人市民体育館・横須賀小学校

競技部門
申し込み参加料対象者と　き

大会・教室名
問い合わせ先種　目ところ

７月２８日
（金）まで

１,０００円/
チーム

中学生以上の市内在住・在勤・
在学者で構成されたチーム

８月２０日（日）
午前９時～レク・

インディアカ
市民オープン大会 レク・インディアカ運営委員

会・長屋　
（電話０９０―９８９０―３７７９）

①女子の部
②混合の部（コート内男子は
2人まで）

市民体育館

８月６日
（日）まで５００円/人市内在住者及び東海市グラウ

ンド・ゴルフ協会会員
８月２８日（月）
午前８時～
〔予備日：９月４日（月）〕市民グラウンド・

ゴルフ大会
グラウンド・ゴルフ協会・加藤
（電話０５６２―３２―３８５４）個人戦大池公園

※スポーツクラブ東海への会員登録が必要です（市内在住・在勤・在学者、年額５００円）。申し込みは火曜から日曜日の午前
９時から午後５時までにスポーツクラブ東海へ（電話不可）。参加者が少ないときは、教室を開催しない場合があります。

スポーツクラブ東海　大会・教室のご案内
申し込み・問い合わせは、
スポーツクラブ東海事務局へ。

か
ら
８
月
　
日
（
水
）
ま
で
の
午

１６

前
９
時
　
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

３０

〔
８
月
７
日
（
月
）
を
除
く
〕
に
印

鑑
と
参
加
料
を
持
参
し
て
、
市
民

体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

高
齢
者
の

健
康
体
操
＆
ヨ
ガ

●
と
き
　
９
月
６
日
か
ら
　
月
　

１１

２２

日
ま
で
の
水
曜
日
で
全
　
回
（
　

１０

１０

月
　
日
・
　
月
１
日
を
除
く
）。
時

１８

１１

間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

●
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館
　
●
対

象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　

●
内
容
　
椅
子
や
タ
オ
ル
を
使
っ

て
身
体
を
ほ
ぐ
す
と
共
に
肩
こ

り
・
腰
痛
を
和
ら
げ
、
ヨ
ガ
で
身

体
の
姿
勢
・
歪
み
を
改
善
す
る
　

●
定
員
　
　
人
〔
応
募
者
多
数
の

３５

場
合
は
抽
選
・
抽
選
日
は
８
月
　２８

日
（
月
）〕　
●
講
師
　
高
木
さ
ち

さ
ん
　
●
参
加
料
　
４
千
　
円
　

５００

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
（
土
）

１５

か
ら
８
月
　
日
（
日
）
ま
で
の
午

２７

前
９
時
　
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

３０

〔
８
月
７
日
（
月
）
を
除
く
〕
に
印

鑑
を
持
参
し
て
、
市
民
体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

高
齢
者
の
健
康
体
操
＆

ヨ
ガ
体
験
会

●
と
き
　
８
月
　
日
（
水
）
午
後

２３

１
時
～
２
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　

１５

市
民
体
育
館
　
●
対
象
者
　
　
歳
１６

以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
　
●
内
容
　
椅
子
や
タ
オ
ル
を

使
っ
た
体
操
と
ヨ
ガ
で
肩
こ
り
・

腰
痛
を
和
ら
げ
、
身
体
の
姿
勢
・

歪
み
を
改
善
す
る
　
●
定
員
　
　３５

人（
先
着
順
）　
●
講
師
　
高
木
さ

ち
さ
ん
　
●
参
加
料
　
　
円
　
　

５００

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
（
土
）

１５

市
営
温
水
プ
ー
ル

か
ら
の
お
知
ら
せ

７
月
　
日
（
金
）
午
後
４

２１

時
か
ら
　
日
（
日
）
午
後
　

２３

１０

時
ま
で
知
多
地
方
中
学
校

体
育
大
会
に
よ
る
専
用
利

用
の
た
め
、個
人
利
用
が
で

き
ま
せ
ん
。ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
課
（
６
階
）
へ
。

広報とうかい　２０１７年７月１５日号 ■スポーツクラブ東海事務局（定休日：毎週月曜日）
　電話0562 ―39―4050（市民体育館内）
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で
き
る
方
　
②
研
修
会
に
参
加
で

き
る
方
　
③
大
池
健
康
交
流
の
家

で
行
う
、　
月
か
ら
　
年
２
月
の

１０

３０

毎
週
金
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
零
時
ま
で
の
活
動
に
参
加
で
き

る
方（
シ
フ
ト
制
）　
●
定
員
　
　１０

人
程
度
　
●
申
し
込
み
　
８
月
　２１

日（
月
）ま
で
に
し
あ
わ
せ
村
健
康

推
進
課
へ

詳
し
く
は
、
健
康
推
進
課
へ
。

神
経
系
難
病
患
者
・

家
族
の
つ
ど
い

●
と
き
　
８
月
４
日
（
金
）
午
後

１
時
　
分
～
３
時
　
分
　
●
と
こ

３０

３０

ろ
　
知
多
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　

●
対
象
者
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・

脊
髄
小
脳
変
性
症
・
多
系
統
萎
縮

症
な
ど
の
神
経
系
難
病
を
お
持
ち

の
方
と
家
族
　
●
内
容
　
講
話

「
神
経
系
難
病
に
つ
い
て
～
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
と
そ
の
関
連
疾
患
を

中
心
に
」、交
流
会
　
●
講
師
　
国

立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
神
経

内
科
医
・
辻
本
昌
史
さ
ん
　
●
参

加
料
　
無
料
　
●
申
し
込
み
　
知

多
保
健
所
（
電
話
０
５
６
２
―
　３２

―
６
２
１
１
）
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

「
脳
の
健
康
教
室
」

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

高
齢
者
の
認
知
症
予
防
や
学
習

を
と
お
し
て
仲
間
づ
く
り
の
場
と

す
る
こ
と
を
目
的
に
、　
月
か
ら

１０

「
脳
の
健
康
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。こ
の
教
室
で
参
加
者
が
行
う
、

簡
単
な
「
読
み
書
き
・
計
算
」
に

対
し
て
、
励
ま
し
と
助
言
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
学
習

サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
と
き
　
研
修
会
…
８
月
　
日
２５

（
金
）午
前
９
時
　
分
～
午
後
零
時

３０

　
分
　
●
と
こ
ろ
　
大
池
健
康
交

３０流
の
家（
加
木
屋
町
）　
●
対
象
者

次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
方
　
①
高

齢
者
の
健
康
の
維
持
増
進
に
理
解

が
あ
り
、有
償（
１
回
あ
た
り
２
千

円
）で
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動

く
〕に
印
鑑
と
参
加
料
を
持
参
し

て
、市
民
体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

教
室

●
と
き
　
９
月
５
日
か
ら
　
月
　

１０

１０

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
で
全
６

回
。
時
間
は
◎
１
部
…
午
後
６
時

　
分
～
７
時
　
分
　
◎
２
部
…
午

３０

３０

後
７
時
　
分
～
８
時
　
分
　
●
と

４５

４５

こ
ろ
　
市
民
体
育
館
　
●
対
象
者

◎
１
部
…
市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生
　
◎
２
部
…
市
内
在
住
・
在

学
の
小
学
４
～
６
年
生
　
●
内
容

英
語
を
交
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
（
意
識
を
持
っ
て
運
動
す
る

こ
と
）、低
反
発
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

身
体
づ
く
り
　
●
定
員
　
各
　
人
２０

（
先
着
順
）　
●
参
加
料
　
各
５
千

円
　
●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
１５

（
土
）
か
ら
８
月
　
日
（
火
）
ま
で

２９

の
午
前
９
時
　
分
か
ら
午
後
８
時

３０

ま
で
〔
８
月
７
日
（
月
）
を
除
く
〕

に
印
鑑
と
参
加
料
を
持
参
し
て
、

市
民
体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

て
、
市
民
体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

女
性
の
た
め
の

Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ
教
室

①
 自
分
を
癒
す
火
曜
日

●
と
き
　
９
月
５
日
か
ら
　
月
３

１０

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
で
全
５
回
。

時
間
は
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

②
 自
分
を
癒
す
水
曜
日

●
と
き
　
９
月
６
日
か
ら
　
月
４

１０

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
で
全
５
回
。

時
間
は
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

◎
共
通

●
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館
　
●
対

象
者
　
　
歳
以
上
の
女
性
で
市
内

１６

在
住・在
勤・在
学
者
　
●
内
容
　

優
し
い
ヨ
ガ
と
デ
ト
ッ
ク
ス
足
も

み
で
心
身
共
に
健
や
か
に
な
る

（
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
は
最
終
回
の
み
）

●
定
員
　
各
　
人（
先
着
順
）　
　

３５

●
講
師
　
水
谷
祐
子
さ
ん
　
●
参

加
料
　
各
５
千
円
　
●
申
し
込
み

７
月
　
日（
土
）か
ら
①
は
８
月
　

１５

２９

日（
火
）ま
で
、②
は
８
月
　
日（
水
）

３０

ま
で
の
午
前
９
時
　
分
か
ら
午
後

３０

８
時
ま
で〔
８
月
７
日（
月
）を
除

美
ュ
ー
テ
ィ

Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
ｗ
ａ
ｖ
ｅ
教
室

体
験
会

●
と
き
　
①
 ８
月
３
日
、②
８
月

　
日
、
③
８
月
　
日
の
木
曜
日
で

１０

２４

時
間
は
午
前
　
時
～
　
時
　
●
と

１０

１１

こ
ろ
　
市
民
体
育
館
　
●
対
象
者

　
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

１６在
学
者
　
●
内
容
　
曲
線
動
作
で

体
幹
部
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
に
刺

激
を
与
え
強
化
し
、
肩
甲
骨
周
り

を
ほ
ぐ
し
、
ウ
エ
ス
ト
を
し
ぼ
り

な
が
ら
、
く
び
れ
を
つ
く
る
　

●
定
員
　
各
　
人
（
先
着
順
）

３５

●
講
師
　
早
見
寿
子
さ
ん
　
●
参

加
料
　
各
　
円
　
●
申
し
込
み
　

８００

７
月
　
日
（
土
）
か
ら
①
は
　
日

１５

３１

（
月
）ま
で
、②
は
８
月
６
日（
日
）

ま
で
、
③
は
８
月
　
日
（
月
）
ま

２１

で
の
午
前
９
時
　
分
か
ら
午
後
８

３０

時
ま
で
〔
８
月
７
日
（
月
）
を
除

く
〕
に
印
鑑
と
参
加
料
を
持
参
し

広報とうかい　２０１７年７月１５日号■しあわせ村健康推進課・高齢者支援課
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１
～
７
類
　
●
申
し
込
み
　
７
月

　
日
（
火
）
か
ら
　
日
（
水
）
ま

１８

２６

で
に
受
験
願
書
（
規
定
用
紙
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
一
般
財

団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
支
部
へ
。
規
定
用
紙
は
消

防
本
部
予
防
課
ま
た
は
消
防
署

南
・
北
出
張
所
で
配
布
し
ま
す

な
お
、
７
月
　
日
（
土
）
午
前

１５

９
時
か
ら
　
日
（
日
）
午
後
５
時

２３

ま
で
に
申
込
先
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
電
子
申
請
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
先
ま
た
は
予

防
課
へ
。

い
る
方
や
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
７
月
　
日
（
金
）
午
後

２８

２
時
～
　
●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン

タ
ー詳

し
く
は
、
市
役
所
生
活
環
境

課
（
５
階
）
へ
。

消
防
設
備
士
試
験

●
と
き
　
８
月
　
日（
日
）　
●
と

２７

こ
ろ
　
名
古
屋
工
学
院
専
門
学
校

（
名
古
屋
市
）　
●
種
類
　
甲
種
特

類
、
甲
種
第
１
～
５
類
、
乙
種
第

ま
ち
づ
く
り

協
働
推
進
事
業

地
域
ね
こ
活
動
説
明
会

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や
さ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
活
動
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
困
っ
て

ら
続
け
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

　
第
４
・
6
回
は
、
両
親
学
級
の

た
め
、
ご
夫
婦
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
（
妊
婦
だ
け
で
の
参
加
も
可
）。

詳
し
く
は
、
し
あ
わ
せ
村
健
康

推
進
課
へ
。

市
教
育
委
員
会

第
７
回
定
例
会

●
と
き
　
７
月
　
日
（
木
）
午
後

２７

２
時
～
　
●
と
こ
ろ
　
市
役
所
　６０３

会
議
室
（
６
階
）

納
期
限（
普
通
徴
収
）は

７
月
　
日（
月
）

３１

●
国
民
健
康
保
険
税（
第
１
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第

１
期
分
）

詳
し
く
は
、市
役
所
国
保
課（
１

階
）
へ
。

母
親
教
室（
両
親
学
級
）

●
と
こ
ろ
　
し
あ
わ
せ
村
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
●
対
象
者
　
出
産

予
定
日
が
　
月
８
日
～
　
年
１
月

１１

３０

５
日
の
初
妊
婦
〔
８
月
４
日
（
金
）

は
歯
科
健
診
の
た
め
経
産
婦
も
参

加
可
〕　
●
持
ち
物
　
母
子
健
康

手
帳
、
筆
記
用
具
、〔
８
月
　
日
２５

（
金
）
は
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
〕

な
お
、
で
き
る
だ
け
１
回
目
か

フリーマーケット inよこすか
元浜なぎさコンサート

―毎月第4日曜日元浜公園で開催―

家庭での不用品などを楽しく売買するフリーマー
ケットとアマチュアバンドによる野外コンサートを開
催します。
なお、会場へは、公共交通機関をご利用ください。

●とき　7月２３日（日）午前１０時～午後3時（コンサー
トは午前１０時～午後零時３０分）雨天中止　●ところ　
元浜公園　●出店料　市内在住で家庭の不用品を販売
する方は、1,500円（それ以外の出店料は、申込先へお
問い合わせください）　●申し込み　中部フリーマー
ケット連盟（電話０５２―７８９―１７１７）へ
■出演グループ・実行委員を募集
ロックやフォーク、三味線、和太鼓、ダンスなどどん

なジャンルでも結構です。
また、コンサートの運営に興味のある方は、実行委員

をやってみませんか。
●今後の開催予定　１１月までの毎月第４日曜日　●出
演料　無料　●申し込み　東海市施設管理協会（大池公
園管理事務所内・電話０５２―６０３―４１５５）へ
詳しくは、元浜なぎさコンサートホームページをご覧

いただくか、申込先へ。

母親教室（両親学級）
内　　容と　　き回

保健師、薬剤師の講話・グループワーク７月２８日（金）１
歯科健診・ブラッシング指導８月４日（金）２
調理実習・栄養士講話８月２５日（金）３
助産師による講話（両親学級）９月９日（土）４

育児体験（第１回または各自で子育て支援センターへ予約）５
講話〔社会教育課主催（両親学級）〕９月２４日（日）６

※時間は午後１時３０分～３時４５分（第３回は午前１０時～午後１時・
受付は各回１５分前～）。

広報とうかい　２０１７年７月１５日号
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日
ま
で
に
　
回
程
度
の
実
行
委
員

１０

会
を
開
催
し
、
事
業
の
内
容
を
決

定
）　
●
定
員
　
　
人
程
度
　

４０

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
（
土
）

１５

か
ら
８
月
６
日
（
日
）
ま
で
に
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ
。
電
話
で
も
受

け
付
け
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

児
童
館
児
童
厚
生
員

●
採
用
予
定
人
数
　
１
人
　
●
採

用
予
定
日
　
８
月
　
日（
月
）　
　

２１

●
応
募
資
格
　
教
員
免
許
、保
育

士
、ま
た
は
社
会
福
祉
士
資
格
の

あ
る
方
、高
校
卒
業
程
度
で
児
童

福
祉
業
務
に
２
年
以
上
従
事
し
た

方
　
●
仕
事
内
容
　
児
童
館
の
管

理
運
営
事
務
、児
童
へ
の
遊
び
の

指
導
な
ど
　
●
勤
務
時
間
　
火
～

日
曜
日
の
１
日
勤
務
…
午
前
９
時

～
午
後
６
時
、午
後
勤
務
…
午
後

２
時
～
６
時（
冬
期
間
は
５
時
ま

「ハロー！とうかい」は、市役所と市民の皆さんを結ぶ情報番組です。
なお、過去の番組一覧は市のホームページに掲載しています。

東海市

    8:30～   8:45放
送
時
間
   １４:30～  １４:45
  20:30～20:45

アナログ10ch
地上波デジタル12ch

■7月３１日まで 

東浦町

  9:15～   9:20放
送
時
間
15:15～15:20
21:15～21:20

■あったかいいまち
　ひがしうら

大府市

  8:45～   9:00放
送
時
間
14:45～15:00
20:45～21:00

知多市

  9:00～   9:15放
送
時
間
15:00～15:15
21:00～21:15

■７月３１日まで
　ようこそ！新舞子へ
　～伊勢湾CUP２０１６～
　（再放送）

　

地上波デジタル

12ch

■７月３１日まで
　参加しませんか
　アダプトプログラム　平成２９年度の取り組み

　～将来を見据えた東海市の基盤づくり～

【番組紹介】
市では、市民の皆さんが充実した生活が送れ

るよう、これまでのまちづくりの成果を生かし
ながら、さらにブラッシュアップを図ります。
今回は、２９年度に取り組むさまざまな事業に

ついて、ご紹介します。
　東海市の番組のＤＶＤは、市役所情報課 
（３階）でお貸しします。最新の２回分は中央
図書館でもお貸ししています。
　詳しくは、情報課へ。

で
・
勤
務
日
に
つ
い
て
は
ほ
か
の

厚
生
員
と
の
交
代
勤
務
で
調
整
可

能
）　
●
勤
務
場
所
　
大
田
児
童

館（
予
定
）　
●
賃
金
　
１
日
勤
務

…
８
千
円
、午
後
勤
務
…
４
千
円

（
い
ず
れ
も
日
給
）　
●
試
験
日
　

８
月
８
日（
火
）午
後
３
時
～
　

●
試
験
方
法
　
小
論
文
・
個
人
面

接
　
●
申
し
込
み
　
８
月
４
日

（
金
）ま
で
に
履
歴
書（
規
定
用
紙
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、資
格
証

明
書
を
添
え
て
、市
役
所
女
性
・
子

ど
も
課（
６
階
）へ
。規
定
用
紙
は

申
込
先
で
配
布
し
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

お
礼

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
沖
野
政
徳
さ
ん
（
山
形
県
米
沢

市
）
か
ら
平
洲
記
念
館
へ
「
平
洲

先
生
と
米
澤
」
１
冊

東
海
ヤ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員

　
回
目
を
迎
え
る
冬
の
一
大
イ

４５
ベ
ン
ト
「
東
海
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」。
今
年
は
　
月
　
日

１２

１７

（
日
）
に
、
芸
術
劇
場
と
太
田
川
駅

西
側
広
場
で
開
催
し
ま
す
。
東
海

ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
行

委
員
と
し
て
活
動
し
、
仲
間
と
の

一
生
の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん

か
。

●
対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
中
学
校
卒
業
か
ら
　
歳
ま

２９

で
の
青
少
年
　
●
内
容
　
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
と
運
営
（
イ
ベ
ン
ト
当

募
集
し
ま
す
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弓道硬式テニスソフトテニス卓球バドミントンスポーツ指導
員がいる日 ①午前9時～正午

②午後6時～9時
① 午前9時～正午
② 午後７時～10時

① 午前9時～正午
② 午後6時～9時午後１時～４時午前9時～正午

※カレンダーにスポーツ指導員のいる日をマークで記載しています。マークの後の①、②の数字は指導員のいる時間帯です。
※市民体育館の個人利用については、体育館のホームページをご覧になるか、体育館へお問い合わせください。

民民民民民民民民民民

2222222222222000000000000011111111111117777777777777
市市市市市市市市市市

カカカカカカカカカカ レレレレレレレレレレ ンンンンンンンンンン
ダダダダダダダダダダ
ーーーーーーーーーー

とととととととととと
うううううううううう かかかかかかかかかか

いいいいいいいいいい

JJJJJJJJJJJJJUUUUUUUUUUUUULLLLLLLLLLLLLYYYYYYYYYYYYY

土金火 水 木

●７月15日～３1日

家庭の日

日 月

資源の分別収集
６:３０～正午
脇ノ田公園、大田町公
民館、加木屋市民館

①②

②

①
②

①
②

7●15

資源の分別収集
６:３０～正午
しあわせ村北駐車場、
富木島公民館、文化
センター

7777777777777

ホットサマー
ガーデン２０１７
（２９日まで）

海の日●17●16

●23

●30

●18 ●19 ●20 ●21 ●22

●24 ●25 ●26 ●27 ●28

●31 

●29

●聴覚障害のある方のため、市役所では毎週月～水・金曜日の午前９時から正午までと午後１
時から３時３０分まで手話通訳者を配置しています。市役所での手続きやお問い合わせなどのと
きにご利用ください。

主な公共施設などの電話番号 ◆の施設は、月曜日休み
（しあわせ村は健康あい交流館だけ）
※電話番号をよく確かめておかけください。

052害603害2211｛市 役 所 0562害33害1111
052害603害4000市 役 所 FA X 番 号
052害689害1600し あ わ せ 村◆
052害602害0874
0562害33害2266文 化 セ ン タ ー◆
0562害51害3334パ ス ポ ー ト セ ン タ ー
052害689害2262知多北部広域連合
052害689害1606
0562害31害3312分室
0562害85害6177子育て総合支援センター◆
0562害85害6181結 婚 応 援 セ ン タ ー◆
0562害32害3400市 民 活 動 セ ン タ ー
052害603害2888北 部 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
0562害35害１011南 部 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
0562害38害7030芸 術 劇 場★
052害601害5335中 央 図 書 館◆

高齢者相談支援センター
（地域包括支援センター）

高齢者支援ネットワークセンター

0562害32害5400青 少 年 セ ン タ ー◆
0562害32害2311市 民 体 育 館
052害601害1136温 水 プ ー ル
052害603害0304上 野 公 民 館◆
052害604害4141平洲記念館・郷土資料館◆
0562害33害3377勤 労 セ ン タ ー
0562害33害7772商 工 セ ン タ ー
052害601害8731農 業 セ ン タ ー◆
052害601害2053清 掃 セ ン タ ー
0562害36害0119消 防 本 部（ 署 ）
0562害33害0110東 海 警 察 署
0562害33害5500公 立 西 知 多 総 合 病 院
0562害77害2233観 光 物 産 プ ラ ザ

（休日・夜間だけ）

急 患 の 場 合
救急医療情報センター（常時）

在 宅 当 番 医 テレホンサービ ス
｛052害263害11330562害33害1133
0562害32害2550

主な公共施設などの電話番号 ◆の施設は、月曜日休み（しあわせ村は健
康ふれあい交流館のみ）
★の施設は、７月１８日（火）のみ休み

沖縄フェスティバ
ル（２９日まで）

交通事故

火災

救急

発　生…１3４件

死　者…１１０人

負傷者…１４１人

建　物…１１1件

車　両…１１０件

その他…１１２件

出　場…３２４件

搬　送…３０５人

（５月）

（６月）

市の事故・災害状市の事故・災害状況況

（６月）
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